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宮古島における多チャンネル化と住民意識の変容

宮城悦二郎 保坂 贋志 藤田 高弘

音 好宏 比嘉 要

はじめに

本稿は財団法人 ･放送文化基金より研究助成を受けて､1991年の夏に沖

縄県宮古島 (平良市および隣接町村)を対象地域として実施された研究プ

ロジェクト｢多チャンネル化と地域住民の意識変容に関する総合的研究｣

(代表研究者 ･宮城悦二郎琉球大学教授)の結果をまとめたものである｡

本研究の目的は､近い将来に本格的な多チャンネル化が予定されている

宮古島における地域メディアの現状と住民意識を把握し､さらには多チャ

ンネル化の進展が同島の地域メディアの事業活動にいかなる影響を与え､

住民意識はもちろん地域社会全体にどの様な変容をもたらすのかを考察し

ようというものである｡

宮古島は沖縄本島の南開約300Kmに位置 し､宮古群島の中核をなす島

であり､平良 (ひらら)市など4市町村からなる人口約 5万人､ 1万

4,000世帯の典型的な鳥興社会である｡(図1)宮古群島はさらにその南に

位置する八重山群島とあわせて現在でも ｢先島｣と呼ばれ､かつて遠隔の

孤島と見なされていた時代の名残をとどめてはいるが､高速の貨客船と

ジェノト旅客機で沖縄および本土と直結されている今日､宮古はもはや隔

絶された離島ではない｡宮古空港から那覇市へはおよそ45分(1日7往復)､

羽田へ3時間弱 (1日1往復)の便がある他､同空港から隣接する島々へ

のコミューター航空路も開かれている｡
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このように交通事情は復帰前と比較しても格段に改善されたとはいえ､
I.1と､

宮古は社会文化的には独自性が強く､｢アララガマ精神｣といった言葉に

象徴されるようにその長い歴史のなかで培われてきた強烈な共同体意識と

濃密な人間関係を保っている島でもある｡

宮古には産業としてはサ トウキビを中心とした農業､かつては遠洋マグ

ロ漁業で栄えたが現在は低迷している水産業に加えて､本土資本の開発に

よるリゾート･ホテルと関連企業からなる観光業などがあるが､いずれも

決定的な基幹産業とはなりえていない｡したがって､地域の経済は-これ

は県全体にも言えることだが-公共事業関連の投資 (政府による沖縄開発

振興計画)に依存する体質となっている｡労働集約型の産業のないことか

ら､島の若者の大半は島外 (沖縄本島および他府県)に職を求めることを

余儀なくされている｡このことは他の群島に比較して宮古には島外に居住

した経験のある人が多いという原因にもなっていて､住民の対沖縄本島 ･

対本土観､自己イメージの形成にも影響を与えているものと思われる｡

日本本土からみると､沖縄本島であれ､宮古 ･八重山であれ､全体を=沖

縄日として捉えがちであるが､沖縄県内では先島は本島とは異なる特異な

部分を持つ文化圏を形成 しているものとみなされている｡確かに同じ琉球

文化圏にあるとはいえ､宮古 ･八重l_山まその地理的条件ゆえに､独自の文

化的特性を育んできたし､そのことが沖縄本島と宮古の間に文化的差異感

を生むことになり､そのような差異感と両者間の社会 ･経済的格差が結び

つくと､ある種の偏見にもつながってくる｡(宮古方言は本島の住民には

全く理解不可能だし､本島に移り住んできた宮古出身者の標準語には独特

なアクセントがあるので､出身地が分かりやすい)｡そのような意味で本

土と沖縄､沖縄と宮古の社会 ･文化的な関係には類似した構造がある｡宮

古から見るとき､その関係は二重の構造となる｡宮古はつねに沖縄､本土

という二つの "先進地域"を意識させられるのである｡

そのような地理的条件もあって､宮古のメディアは､長年にわたって中

央から遅れた状況におかれてきた｡このことはかえって宮古住民の情報化

への欲求を高め､現在のようなメディア状況を生み出す原動力になったと
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いえよう｡

放送メディアの多チャンネル化の影幣を把握するうえでは､fr.Lじ放送系

メディアでありながら地域メディアでもあるCATVが東安な研究ヌ･1象とな

る｡宮古でCATV事業を行っている ｢',仁･.'古テレビ｣は､地域に密弟 したメ

ディアとして精力的に活動する一方で､通イ言衛星などを利用 した多チャン

ネル化にも積極的に取 り組んでいる ｢地域民放｣的機能を備えたきわめて

ユニークなCATVである｡本研究の研究ヌ寸象地域として盲.:古が選ばれたの

は､同島が地理的に孤立 した地域であることに加えて､宮古テレビのユニー

クな存在があったからである｡

なお､調査方法および調査対象は以下のとおりである｡

調査実施期間 1991年 8月25日一川8月31日

調査方法 宮古有線放送の)JH人-Yr台帳より等問l塙サンプリングで

200人を軸7-1日ノた｡さらに調査実施に当たっては対象牡

帯の中からファース ト･バースデイ方式により実際の対

象者を選んだ｡

有効調査票 156票 (78%)

調査対象者の基本的尾椎は以下のとおりである｡

表1 性別

男 42.9

女 57.1

合 計 100

表 2 年齢

16-19歳 10.9

20-29歳 12.2

30-39歳 29.5

40-49歳 22.4

50-59歳 12.8

60-69歳 8.3
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表3 最終学歴

義務教育 30.1

旧制中学校 6.4

新制高校 39.7

旧制高校 0.6

短大 16.7

人草 .人学院 4.5

表5 収入

表4 職業
(%)

管理職 2.6

専門 .技術職 12.2

事務職 10.9

サービス業 14.1

労務職 1.9

商工自営 8.3

農業 9.0

漁業 2.6

主婦 17.3

学生 9.6

無職 .失業 3.8

その他 7.1

DK 0.61100万日未満 9.0
100-2007jlJlX 靖 14.1
200-300万円末il=uJ 12.2
300-400万円未 靖 12.2
400-500万円末 】 5.8
500-600万円末 -)- 1.9
600-7007jFlJ末 靖 0.6

700-8007j-Fl]* 端 0.6
800-900万円未満 0.0
900-1000-)jI｣｣未満 0.0
1000-1200万l~ー~未満 0.6

1200-1400万l｣｣-未満 0.0
1400-1600万l｣J-未満 0.0

1600-1800万円未満 0.0
1800-2000万円未満 0.0

2000万円以上 1.3
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本調査対象者156人のうち､性別では女性が57.1%で男性よりやや多い｡

年齢層では､30歳代､40歳代がやや多く､60歳代以上が少ない｡学歴では､

高校卒業者が40.0%で､ついで義務教育終了者が30.0%､短大卒業者が

16.8%という順になっている｡職業別では､主婦が17.3%､サービス業が

4.1%､専門 ･技術職が12.2%､事務職が10.9%という割合になっている｡

さらに収入では､不明と答えたものが41.7%､100-200万未満が14.1%､

200-300万未満､および300-400万未満がそれぞれ12.2%となっている｡

本稿は ｢はじめに｣を山田晴通 (共同研究者)､音好宏､宮城悦二郎､

第1章を音好宏､第口車を保坂贋志､第m章を比嘉要､第Ⅳ章を藤田高弘､

｢終わりに｣を宮城悦二郎が執筆した｡なお､本稿は1991年10月現在の資

料をもとに執筆されたものである｡

(注1)アララガマ精神とは､これくらいのことで負けるかという気合い入

れと､これくらいのこともできないのかと珊手を挑発するときに用

いる｡転じて､自他を挑発する官古人の気質を表現するものとなっ

ている｡沖縄タイムス社 『沖縄大百科事典』収載の松原酒害の解説

参照 ｡
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第 Ⅰ章 宮古群島のメディア環境

- 宮古 テ レビを中心 に -

(注 1)

Ⅰ-1.宮古群島のメディア状況

宮古島は､沖縄県の政治 ･経済の中心である沖縄本島から距離的にも離

れているという地理的条件もあって､宮古群島自体で一つの文化圏を形成

してきたと言われてきた｡メディア事情においても､沖縄本島とはまた異

なった独特の発Ju封ri態を遂げてきたということができよう｡

特に､マス･メディアについて言えばそれは､地元新聞の存立状況に巌

も端的に現れているといえよう｡人口約6万人､世帯数約1万8,000世帯

のこの宮古群.尉二､『宮古毎日新聞』(約8.000部)､『宮古新報』(約8,000部)､

元紙3紙のほかに､沖縄本.尉 二本社を持つ県域紙である 『沖縄タイムス』

(宮古群島での販売部数約2,800部)と 『琉球新報』(同約3,500部)も､

この販売競争に加わっている｡これら県域紙は､沖縄本島から空輸され､

数時間遅れで配達されるわけであるから､地元新聞界の競争は激烈である｡

情熱的といわれる',.I.'古人の気性と､宮古の独特な政治的要因が結びついて

3紙もの地元新聞が並存してきたといわれる｡Ill田ほか(1992)が指摘する

ように､宮古という地理的に閉ざされた地域において､住民はより小さな

政治へのllAJL､の撒きをもち､地元新聞も ｢そうした渦のなかに巻き込まざ

るを得ないし､またそうした構造に乗ることで存続していく｣といった状

況がある｡

このように､政治文化的な要因が宮古のメディア状況に微妙に影響を与

えているのは確かであろう｡

一方､I.･r'.,'古の放送の歴史を振り返ってみると､戦後沖縄が米軍統治下に

あったこともあり､きわめて特異な放送の発達史を歩んできた｡まず､ラ

ジオ放送については､1953年に沖縄本島の中波ラジオを中継する親子ラジ

オが設立されたのを皮切りに､64年に琉球放送によって中波ラジオの中継
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局が建設されたことでそのサービスを広く住民が享受できるようになる｡

一方､テレビ放送事情についても､極めて独特な発展を遂げてきたと見る

ことができよう｡宮古におけるテレビ放送の送信サービスは､67年にOH

K (沖縄放送協会-72年､NHKに移行)宮古支局より､本島から空輸さ

れたビデオパッケージの再送信を開始したことに始まる｡NHKについて

言えば､現在のようにNHK総合と教育テレビが同時放送となったのは76

年､わずかに16年前である｡現在においても､いわゆる地上波放送として

受信できるのは､沖縄本島から海底ケーブルを通って再発信されるNHK

のみである｡地上民放ついて言えば､沖縄本島から発信される沖縄の二つ

の地元民放テレビ局､琉球放送と沖縄テレビ放送の2波は､距離が遠いた

め宮古群島までは届かず､宮古の住民は直接受信できない状況にある｡ま

た､一方で本島と同じような民放局設立の要望は沖縄の本土復帰以前には

あった｡ただし､日本におけるテレビ放送は､その基本的エリアサイズを

県域単位としていることもあって､復帰以後は､このような動きはひとま

ず鎮静化していった｡このような事情のなかで､住民のテレビ放送サービ

ス-の欲求は､地元のCATV局である宮古テレビに向けられていると

いってよいであろう｡

別な言い方をすれば､この宮古テレビが地域の民放的な役割を担ってい

ると言うこともできる｡つまり､宮古テレビは､その立地条件から宮古群

島を対象とした地元民放局的な地域メディアとして活躍する一方で､衛星

対応のCATVとして多チャンれ レ化を推し進める､日本のCATVのな

かでもユニークな存在である｡

以下､メディアの持つ地域的機能を重視しながら､日本のメディア状況

のなかで進みつつある多チャンネル化に､独自の視点から取り組んでいる

宮古テレビの現状とその課題を見てみよう｡

Ⅰ-2.宮古テレビ現況

宮古テレビ (略称MTV)は､｢宮古有線テレビ｣として､1977(昭和52)

年6月12日､資本金3,000万円で会社を設立｡78年5月に開局した｡地上
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民放局のある沖縄本島から遠く離れ､民放番組を地上波で視聴することが

できないこともあって､宮古ではじめて民放番組を流すテレビ局として設

立された宮古テレビは､単に難視聴対策としてのCATVという位置づけ

に留まらず､いわゆる宮古群島にとっての地元放送局的な性格を持つこと

になるOこれは､その設立の背景として､一万で利用者である宮古の住民

に､rg'古群島をエリアとした民放テレビ局の設立を求める声が強かったこ

とO他方で､宮古の有J力材界の[']'億 によってつくられた宮古テレビの側に

も､設立当初から地元のテレビ局という意識が強かったことが挙げられよ

う｡

宮古テレビのサービスにおいて､現時点でも､毎日40分程度の地域ニュー

スと1ヶ月に2本程度の企画番組を制作し､自主制作部門に重点を置いた

組織体制をとっていることに現れているように､宮古テレビは､他の都市

型CATVと比べても､地域メディアとしての地域密着性を重視 した姿勢
(7I3)

を鮮明に打ち7-uしていることは特筆できよう｡

現在の宮古テレビのサービス概要をまとめてみよう｡まず､宮古テレビ

の加入料金は60.000円､加入世帯の1ヶ月の基本料金が3.500円である｡

加入世帯数は､92年10月現在で､1万600世帯まで伸びてきている｡サー

ビス内容を列記すると､NHKの総合 ･教育放送の同時再送信が 2チャン

ネル､衛星放送はNHK衛星放送第 1､同第 2の2つのチャンネルと日本

衛星放送 (JSB)の3チャンネル､CS系の同時再送信が5チャンネル

(スターチャンネル､衛星チャンネル､スーパーチャンネル､CSN､S

vN)､宮古テレビの自主制作番組と沖縄本島に本社を置く民放局 (琉球

放送､沖縄テレビ) 2局､並びに東京キー局5局の放送した番組を宮古テ

レビ独自で編成したチャンネルが3チャンネルで､計13チャンネルである

(92年10月現在)oうち有料放送チャンネルは､JSBとスターチャンネ

ルの2チャンネルで､それぞれ1ケ月2,000円である｡

現在のところ､加入世帯も1万世帯の大台を越え､経営的にも比較的安

定しているといってよいであろう｡ただし､宮古テレビの歴史を眺めてみ

ると､この経営的安定は80年代末の積極経営に転換 してからのものである
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ことが目につく｡宮古テレビが78年に開局してからの約5年間は経営的に

苦しい時期が続き､役員の交代がたびたび行われていった｡このような中

で抜本的な改革を進めるべ く､まず84年に､基本料金を月析2,500円から

3,000円に､加入料金を50､000日から60,000Hに上げることで､財政的な

立て直しが図られた｡88年に､現社長の藤村明憲氏が社長に就任｡加入世

帯の増加を阿るべく､積極的にサービスエリアを拡大する方策が進められ

ていった｡より以上の設備投資を必安とするこの一連の積極策の採用は､

宮古テレビの経営にとっては大きな選択であったと言えよう｡結果的には､

この積極策が加入世帯の増加に結びつき､現在の安定的な経営をもたらす

こととなった｡

その間､87年にはNHK衛星放送を､89年にはCS系チャンネルの番融

供給を開始するなど､番組的iの充実も図られてきた｡I司年､現在の3,500

円に上げる一方で､そのサービスエリアも宮古島のみならず､全国的にも

めずらしいマイクロ回線の利用とテープ輸送を行うことで､伊良部島 (伊

良部島には宮古テレビの許可施設があり､23ギガヘルツのマイクロ回線に

より宮古島のノ白'古テレビ本社屋から伊良部烏に番組配線を行っている)､

多良間島 (多良間島には宮古テレビの届山施設がある)といった宮古島周

辺の島々にも広げてきている｡

山田ほか (1992)は､この宮古テレビの活動について､2つの特徴を挙

げている｡つまり､宮古テレビが(1)地元密着型のメディアとして活躍し

ていること｡(2)半日から数週間遅れで､沖縄本島の地元局､在京キー局

の番組配信を行っている点である｡

この2点を具体的に見てみると､まず第1点目の宮古テレビの地域密着

メディアとしての活動という′射こついては､自主制作部門に比較的多くの

制作スタッフを割いて､｢MTVニュースライナー｣｢MTVニュース｣な

ど､毎日1時間程度の地域ニュースと1ケ月に2本程度の企画番別を自主

制作していること｡地元紙､沖縄県域紙とともに宮古記者クラブの正会員

として､地元報道機関としての活動を行っていることなど､他の都市型C

ATVに比べて､日々の制作 ･報道業務が地元重視で行われている｡
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もう1点の沖縄本島､在京のテレビ局の番組配信に関して見てみると､

まず､那覇市に放送センターのある沖縄の民放テレビ局の番組は､ビデオ

パッケージが空輸され､約半日遅れで放送oまた､在京の民放キー局が制

作 ･放送した番組も同様に､1週間から2週間遅れで放映される｡このよ

うに､異時再送信ともいうべき一種の番組販売的手法が取られている｡こ

れにより､在京キー5局や沖縄の民放 2局がプライムタイムに放送する高

視聴率番机やニュース､ワイドショーなどと､前述 した自主制作番組を取

り混ぜて､3つの自主制作チャンネルで編成することで､見応えのあるチャ

ンわ レを作り出している｡宮古テレビとしても､これら集客力の高い番組

の間にスポットCMを入れられるということが､営業を支える大きな要因

になっていることは確かである｡ちなみに､宮古テレビにおける年間売り

上げ約5億円のうち､30%余りがCM収入で占められているという｡

しかし､これら在京局で制作 ･放送された番組を1-2週間遅れで放送

することは､まさに文字通り異時再送信なわけで､放送の速報性といった

価値は､まま阻害されてしまう｡この時間の差は､見る者の意識にひしひ
(1l,I)

しと伸し掛かる大きな問題である｡

そのようななかで､近年急速に進みつつあるCATV施設への衛星を経

由した番組配信システムの構築は､現状では東京 ･大阪などにある大手番

組供給業者からの一方向の番組提供が大半を占めてしまっているという問

題はあるものの､リアルタイムでこれまでの情報過疎地域に情報提供が出

来るようになったという点で､情報の地域格差是正に一つの光を与えるも

のとして評価されるべきことといえよう｡

その意味において､放送衛星 ･通信衛星の登場は､情報の地域間格差の

是正に､一つの解決の糸口を提示したことは確かである｡つまり､宮古の

例を取ってみてみれば､通信衛星を経由した番組配信は､東京や大阪の番

組サプライヤーから全国同時に受信することができ､これまで宮古が被っ

ていた離島ゆえの情報格差が大小なりとも是正された｡

ところが､このような通信技術も､思わぬ通信衛星の事故により､これ

まで宮古島に課されてきた離島ゆえの情報格差が再び現れる形となった｡
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宮古島における多チャンネル化と住民意識の変容(宮城ほか)

90年12月に起こった字'Etl通信株式会社 (SCC)の通信衛星スーパーバー

ドAの故障は衛星時代の放送の脆弱さを露呈した出来事として記憶に新し

い.CSにより番組配信を行っていたCATVサプライヤーは､暫定的な

措置として日本通信衛星株式会社 (∫C-SAT)の通信衛盤への移行を

することになった｡しかし､沖縄県にある3つのCATVオペレーター (沖

縄ケーブルネットワーク-沖縄本島那覇市､宮古テレビ-1･:3'古島平良市､

石垣ケーブルテレビ-石垣島石垣市)では､JC-SATの設定州立の関

係から､鮮明な映像を受信することが完全な配信が不可能となってしまっ

た｡そのため､92年春に打ち上げられたSCCの補完衛Iiスーパーバード

Bに､スーパーバー ドAの故障でJC-SATに移行 していたサプライ

ヤーが複帰した同年4月まで､この沖縄県内の3つのCATV施設では､

ビデオパッケージの空輸による番組提供を受けることとなった｡その間､

宮古テレビの場合､1990年2月よりCS系チャンネルのほとんどを､ビデ

オパッケージを空輸し､それを再生する形での放送がなされることとなっ

た ｡

Ⅰ-3 宮古テレビの課題と今後

1992年度 (平成4年度)の郵政省予算として､先島地区の難祝解消対策

費が計上され､沖縄本島より海底ケーブルによる地上民放波の電送､宮古

島 ･石垣島における再発信のための施設整備計画が動き始めている｡順調

にいけば､94年度にはこの施設が完成し､石垣島とともに､宮古島でも､

沖縄本島に放送センターをもつ沖縄の地元民放を直接受信できるようにな

るoただ､その一方で､この施設建設の進捗状況が､郵政省が進める民放

の全国4局化政策に基づく､沖縄県での3､4局目の置局関越と絡み合う

形になっている｡92年秋の段階では､この間題は捉え置かれたままである

が､今後､近い将来において､宮古島での地上波の多チャンネル化は現実

のものとなるであろう｡

宮古テレビの側から考えた場合､この沖縄の地元民放の直接受信施設の

完成は､自社の事業展開に少なからず影響を与えることになるのは間違い
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ない.IE･.'古テレビが､近年､積極的に宮古島周辺の島々までそのエリアの

拡大を進めたことが､これらの事情とも関係 していているのは､藤村社長

も認めるところである｡

他方､宮古テレビは､92年に入って､自主放送チャンネルを1チャンネ

ル増設し､計3チャンネルとした｡前述のように､宮古テレビの特色を最

も現しているのが､この自主制作番細と在京局の番組を数週間遅れて放送

するこの自主制作チャンネルであるのだが､このチャンネルを増やしたこ

とが､今後より積極的に地元密着した番組制作を増やしていく方向にいく

のか､また､どこまで可能なのかは別にして､沖縄の地元民放や在京キー

局の制作番組を､宮古テレビ独自の編成のなかにどこまで占めさせるのか｡

宮古テレビは､現在､テレビ系メディアの地域的機能を考える上で､極め

て重要な問題に取り組みつつあるといえるだろう｡それは､言葉を変えれ

ば､多チャンネル化の進展とメディアの地域的機能としての役割を､地元

住民の側からどのように求めていくのか､または､いかないのか｡宮古テ

レビの事例は､極めて興味深い試行 ･実践を行っていると見ることがJIJ.莱

るのではないだろうか｡

注1 本稿は､本研究の中間報苦の性格を持つ山田晴通 ･音好宏 ･藤田高

弘 ｢.i桐屯県宮古島における地域メディアの現状と住民意識｣『松商

短大論叢』40号(1992年)において行った考察を踏まえつつ､その後､

変化の兆しを見せてきた宮古を取り巻くメディア状況の変化を視野

に入れ､宮古島のメディア状況を整理するものである｡

注2 宮古テレビ､藤村社長からの聞き取りより

注3 甫古テレビでは､制作 ･送出業務に関わる放送部 ･報道部合わせて

13名のスタッフを置いているが､仝職員数が44名 (嘱託職員含む)

ということから考えてみても､この制作スタッフに割く人数の割合

は高いといえよう｡

注4 本研究会が行った宮古テレビ加入者へのサンプリング調査実施期間

-77-



宮古島における多チャンネル化と住民意識の変容(宮城ほか)

旧ソ連でのクーデターの速報やこの事件の模様を伝える番組が放送

されたが､実際には､このクーデターはその数週間前に起き､宮古

テレビでの放送時点では既にクーデターは未遂として決着がついて

いたという出来事が起きている｡この事例などは､宮古テレビの現

行サービスは､メディアとして､全国的情報 ･国際的情報に関して

は､その速報性が弱いということを常に利用者に露呈してしまう可

能性を持つという欠点がある｡(この事例については､拙稿 ｢沖縄 ･

宮古島のテレビ事情｣ 『月刊民放』1991年12月号がある｡)この点に

ついて､地元紙の1つである宮古毎日新聞のある新聞記者は､聞き

取りのなかで､｢(在京キー局制作番組の)放送時間のずれは､何だ

か時代においてけぼりを喰ってしまった､やりきれない思いが残る｡

このことがCATV (宮古テレビ)への撮大の不満)｣と語っている｡

注5 ビデオパッケージの再生用機材等は字IEJtl'通信側が､宮古テレビ提供

としているが､その送り出しの労力など､宮古テレビにとっての負

担も多々あった｡

ー78-



第Ⅰ章 マス ･メディア接触

Ⅰ-1 新聞接触

宮古鳥は､沖縄県ÎJのどの地域と比較しても旺盛な活字環境下にある｡

それは､160kn子の島峡に地域新聞 (いわゆるコミュニテ-ペーパー) 3紙

が並存しており､さらに文芸誌､郷土誌､俳許雑誌等が定期刊行されてい

る事からも窺われる｡講読紙別の調査結果は､図]-1の通 りである｡

図Ⅰ-1 講読紙 (1991年8月現在)

そ
の
他
の
新
聞

本
土
紙

沖
縄
タ
イ
ム
ス

琉
球
新
報

日
刊
宮
古

宮
古
新
報

宮
古
毎
日
新
聞

(単位は%,複数回答)
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宮古島における多チャンネル化と住民意識の変容(宮城ほか)

上位から順に ｢宮古毎日新聞｣の67.3%､｢琉球新報｣の35.9%､｢宮古

新報｣の33.3%､｢沖縄タイムス｣の27.6%､｢日刊宮古｣の24.4%となっ

ている｡｢宮古毎日新聞｣(莫栄城宏社長)は､1955年9月に創刊され､同

島では最古の歴史を誇る新聞であり､知名度も他の地元紙をはるかに凌い

でいる｡｢琉球新報｣と ｢沖縄タイムス｣の両紙は､県域紙であるが､2

紙合わせても宮古島内での世帯新聞占有率は33%程度で､地元3紙の合計

に大きく差をつけられている｡ただし､地元紙の場合､現在の紙面建てが

6ページと情報量が少なく､将来は県域紙の併読者がさらに増えることが

予測される｡

ちなみに､琉球大学広報学研究室では､1980年6月､宮古島の家庭婦人

を対象にメディア調査を実施したが､その中での講読紙結果を今回調査と
(rf=H

比較したものが表Ⅱ-1である｡

表Ⅰ-1 講読紙の変化

紙条 年度 1980年 1991年 増 減

宮 古 毎 日 新 聞 41.2 67.3 25.9

宮 古 新 報 75.6 33.3 △42.3

日 刊 宮 古 24.4

琉 球 新 報 31.2 35.9 4.7

沖 縄 タ イ ム ス 35.0 27.6 △7.4

本 土 紙 4.4 4.5 0.1

そ の 他 8.1 4.5 △3.6

(単位は% 複数回答)

注)1980年のデーターは､琉球大学広報学研究室調査によるo

結果を見てみると､｢宮古毎日新聞｣の定期講読者が41.2%から67.3%

へと大幅に増加したのに対 し､逆に ｢宮古新報｣は､75.6%から33.3%へ

と大幅減となっている｡さらに ｢琉球新報｣は微増に対 して､｢沖縄タイ
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ムス｣は､哲減という結果が現われている｡

質I.lqJ‡川 の中で､｢特に読む新開名｣を上げてもらったが､特に目を通

す新開は､講読新聞の多掛 二村=心しており､｢'宮古毎日新聞｣ (41.7%)､

｢琉球新報｣(18.0%)､｢宮古新報｣(14.7%)､｢沖縄タイムス｣(12.0%)､

｢Rl二り宮lキ｣(9.3%)という川liになっている.

rxlrl-2は､1日当りの ｢新聞胤読時間｣の結果である｡｢10-20分未満｣

とbl答した者が舷も多く28.2%､次いで ｢]0分未満｣の23.7%､｢20-30分

Lil.Ji｣の23.]%の順序になっている.

図Ⅰ-2 1日当りの新聞閲読時間
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図Ⅰ-3 新聞のなかでおもに読む記事 (MA)
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図Ⅰ-4 新聞のなかでおもに読む記事
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宮古島における多チャンネル化と住民意識の変容(宮城ほか)

｢主に読む新聞記事｣では､｢社会面｣が横も多く52.3%をlL-めており､

次いで ｢スポーツ欄｣の40.0%､｢ラジオ ･テレビ欄｣の37.4%､｢宮古の

政治記事｣の31.0%という順序になっている (同n-3)｡

性別では､男性が ｢沖縄の政治記事｣｢国内の政治記事｣とハードな記

事に興味をしてしめているのに対 し､女性では ｢教養 ･娯楽欄｣｢投書欄｣

｢社会面記事｣とソフトな方面に閲読趣向が.LIl.ている (岡n-4)0

宮古島調査と比較検討するため､東京大学新聞研究所が､1987年に郷闇

市に於て実施 した ｢沖縄国体と住民意識｣のデータと照合してみると､両
I;l_II

地域ではかなりの差がHjている｡那覇市民調査では､よく読む記事の樵斬

の第 1位は､｢社会面記事｣の62.2%､次いで ｢国内の政治記坤｣の36.2%､

｢スポーツ｣の32.3%､｢沖縄の政治記事｣が23.8%､｢ラジオ ･テレビ欄｣

が20.2%､｢国内の経済記事｣が16.6%､｢沖縄の経析記事｣が11.6%とい

う結果になっている (表n-2)O

表Ⅰ-2 ｢よく読む新聞記事｣(3つ以Î]選択)(1987年､東大新聞研究所)

記事の種類 % 記事の種類 %

国内の政治記事 36.2 マンガ 0.8

国内の経済記事 16.6 ラジオ 0.8

沖縄の政治記事 23.8 広告 12.7

沖縄の経済記事 1】.6 婦人欄 ll.0

社会面記事 62.2 阿碁 .将棋欄 1.1

投書欄 12.4 死亡記事 14.4

社説 ll.0 その他 0.8

教養 .娯楽欄 15.2 DK/NA 1.4

国際画の記事 7.7
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那萌市民調査の場合､柾目̂)から県内へとLhBi-報の指舟性が現われているが､

7打古調査では､巌初にElがr･'･jくのは地元の宮古島であり､次いで沖縄本,Q､

さらに回内-とfXjJL､のi;fi城が広がっているといえる｡

･Iで摘まの指l･'tj件のみをさらに解明するため､敢えて新聞のfiu心記事を1つ

だけ上げ回答してもらった結果がl雪目]I5である｡宮古鳥の ｢政治記-IJi｣

が3】.0%､川 ｢経済記-LIJi｣が14.2%､沖純の ｢政治記事｣が9.7%､同 ｢経

という結果になっている (Jxlu-5)0

図Ⅰ-5 情報の指向性
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宮古島における多チャンネル化と住民意識の変容(宮城ほか)

ここから､宮古島では､新聞の関心領域は､宮古島から沖縄全体､さら

に国内へと続いていくことが見てとれる｡宮古住民の新聞接触は､ローカ

ル指向性が特に顕著であり､おそらくこうした情報指向性が地元新聞を強

固に支える基盤となっているのであろう｡

Ⅱ-2 テレビ接触

｢1日のテレビ視聴時間｣の結果が図n-6であるO

図Ⅰ-6 -日のテレビ視聴時間
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回答中最も多いものは ｢2-3時間｣の33.3%､以下 ｢1-2時間｣の

22.4%､｢3-4時間｣の21.2%であり､｢4-5時間｣｢5-6時間｣｢6

時間以上｣がそれぞれ5.1%という結果になっている｡テレビ視聴時間を

男女別に表わした結果が図m-7である｡

女性は､｢1時間｣未満と､｢4時間｣以上の長時間視聴者が多く､男性

では､｢3-4時間｣台がやや多い結果になっている｡年齢､学歴､職業

別の結果が図II-8､図n19､回n110である.
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図Ⅰ-7 -日のテレビ視聴時間
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図Ⅰ-8 -日のテレビ視聴時間

合 計

30分未満

30分以上1時間未満

ト2時間未満

2-3時間未満

3-4時間未満

4-5時間未満

5-6時間未満

6時間以上

テレビはほとんど見ない

DK

その他

16-19&,320-29&,J30-39歳し竺∵9hL?-?-二中 二竺寂 し警 t LI の?

il lI=旧紺lHE喜藻黒敷脳 22 -

20 ≡三j壬≡==._.lFI日日Hlll矧=…IHlL… 40

.:i:i:=.:弊:率…f.海 U;㌻㌻,ふ紺 …旧州 ‖…

6 附‖9.LrlHl 43 17

15 日‖附 釧=r隠 草 潤 29 191l-_--. †

9 llH‖Jll措=lllHl 33 27 醗 証 書.秦

13 lHH1回 ‖… 25x .i_.-1a.-1 13こ∴

25 日日日日日日日l:*‖…l…冊 陸亭 機 親 13 陵 *

13 ll……i:S:l=冊 25 25 際 }1,～,S::4 13

0

一 100

6

5

6

5

2

3

8

nXU

CO

0

1

0

N

l

15

3

5

3

rE
l.TIT
酔
C〓
jS
↑}
か
jYiy
j
l
i･
ヾ
サ
)i,詩

t
甫
流
弾

詳

0
)
樽

l#

(
Jf
JtfgJR
蒜
サ
)



図Ⅱ-9 -日のテレビ視聴時間
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図Ⅰ-10 -日のテレビ視聴時間
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6時間以上の長時間テレビ視聴者は30-40歳代の者に多く､学歴別では､

義腐教育終 /者に4時間以上テレビを視聴する者が多く見られる｡さらに

職業別では､主婦に4時間以上の長時間視聴者が多いと言える｡

次に､｢閲心のあるテレビ番組｣(MA)｢最も関心のあるテレビ番組｣(S

A)を尋ねた結果が表 Ⅲ- 3である｡｢閲心のあるテレビ番組｣の質間中

回答の多い順に上げると､｢7(･'･l'古のニュース｣が50.6%､｢ドラマ｣が39.7%､

｢今岡のニュース｣が36.5%､｢スポーツ .ニュース｣｢クイズ番糾｣がそ

れぞれ27.6%､｢沖縄のニュース番組｣が22.4%という結果になっている｡

表Ⅱ-3 関心のあるテレビ番組

関心のあるテレビ番組 複数回答 単純回答

宮古のニュース 79 (50.6) 27 (17.3)

沖租のニュース 35 (22.4) 8 ( 5.1)
全 のニュース 57 (36.5) 31 (19.9)

軸外のニュース 7 ( 4.5) 3 ( 1.9)

スポーツ.ニュース 43 (27.6) ll ( 7.1)
スポーツ中継 23 (14.7) 10 ( 6.4)
スポーツ教室 1 ( 0.6) 0 ( 0.0)

教養 .教育番組 8 ( 5.1) 1 ( 0.6)

歌.岩番組 19 (12.2) 3 ( 1.9)

ポ ブス .ジャズ .クラツシック 4 ( 2.6) 2 ( 1.3)

郷土芸能番組 13 ( 8.3) 9 ( 5.8)
クイズ番糾 43 (27.6) ll ( 7.1)

アニメ 4 ( 2.6) 0 ( 0.0)
ワイドショー 6 ( 3.8) 2 ( 1.3)
峡~叫 22 (14.1) 5 ( 3.2)

ドキュメンタリー 12 ( 7.7) 5 ( 3.2)
ドラマ 62 (39.7) 19 (12.2)

実用 .料理番組 9 ( 5.8) 1 ( 0.6)
お笑い番組 26 (16.7) 7 ( 4.5)

その他 1 ( 0.6) 0 ( 0.0)

DK 0 ( 0.0) 0 ( 0.0)

不t 0 ( 0.0) 1 ( 0.6)

令 435 (303.1) 156 (100.0)

(単位は人､%)
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宮古島における多チャンネル化と住民意識の変容(宮城ほか)

ところが､｢関心のあるテレビ番組｣を1つだけ上げてもらうと､回答

は違った傾向を見せている｡回答の多い順に上げると ｢全国のニュース｣

が19.90/O､｢宮古のニュース｣が17.3%､｢ドラマ｣が12.2%､｢スポーツ ･

ニュース｣ ｢クイズ番組｣がそれぞれ7.1%､｢スポーツ中継｣が6.4%と

いう結果になっているOちなみに､前引の那覇市民調査では､表 n-4の

ようになっている｡

表Ⅰ-4 よく見るテレビ番組 (1987年､東大新聞研究所)

番組 の種 類 3つ以内選択% 1つ選択%

地元 (沖縄)のニュース 53.0 18.5

全国のニュース 63.3 30.1

海外のニュース 19.3 1.7

スポーツ .ニュース 23.8 6.6

スポーツ中継 16.6 6.1

スポーツ教室 0.8 0.3

教養 .教育番組 7.7 1.9

歌謡番組 7.5 1.7

ポップス.ジャズ.クラツシック番組 2.2 0.8

沖縄の郷土芸能の番組 ll.3 3.9

クイズ番組 19.1 6.1

アニメ (テレビ漫画) 2.2 I.4

ワイドショー(アフタヌーンショー.モーニングショー) 9.4 3.0

映画 22.9 6.6

ドキュメンタリー 10.8 3.0

ドラマ 17.1 4.7

実用 .料理番組 4.1 I.]

お笑い番組 4,7 0.6

その他 0.3 0.0

DK/NA 0.3 1.9

-92-



回答があったもので上から順に ｢全国ニュース｣30.1%､｢沖縄のニュー

ス｣18.5%､｢映画｣｢スポーツ ･ニュース｣6.6%となっている｡

2つの調査の違いは､那覇市民調査の場合､｢沖縄のニュース｣と回答

したものが第2位に位置するのに対 して､宮古調査では第2位に ｢宮古の

ニュース｣が入っていること､さらに那覇市民調査では ｢映画｣と答えた

ものが6.6%と上位 3位に入っているが､宮古調査の場合それは下位グ

ループに位置していることである｡那覇市民の番組噌好は､テレビの特性

をそのまま表わしており､テレビがもつ広域情報性と､スポーツや映画に

代表される娯楽性が回答に現われている｡

一方､fr古でのテレビ調査では､新聞に現われたような絶対的な地元指

向が薄くなっており､ ドラマやクイズ等に高い数値が出ている｡宮古島に

あっては､後述するように､テレビ ｢映画｣の類は有料であり､一般的に

｢ロードショウ｣がテレビを介して自由に見られないことが､那覇市民調

査との差となって現われているといえるだろう｡

｢関心のあるテレビ番組｣を男女別にまとめた結果が､図n-11である｡

男性の場合､｢全国ニュース｣や ｢スポーツ｣絡みの番組噌好が強いの

に対して､女性の場合には､｢歌謡番組｣｢郷土芸能｣｢クイズ番組｣にそ

の傾lfりが窺われる｡

ここで､我々は､新聞同様に ｢最も関心のあるテレビニュース｣に絞っ

て､そのr臥し､の動｢年は 尋ねてみた｡その結果が表n-5である｡

表Ⅱ-5 最も関心のあるテレビニュース (SA)

宮古地区のニュース 52 (33.3)
沖縄県のニュース 19 (12.2)
東京のニュース 3 ( 1.9)
日本全国のニュース 56 (35.9)
国際ニュース ll ( 7.1)

特にf;-'心のある地域はない 12 ( 7.7)
その他 0 (0.0)
不明 3 ( 1.9)

(単位は人､%)
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図Ⅰ一日 関心のあるテレビ番組
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第1位が ｢全国ニュース｣の35.9%､第2位が ｢宮古地区のニュース｣

の33.3%､節3位が ｢沖縄県のニュース｣の12.2%という結果となった｡

この数仰の傾lIりは､｢l朴L､のあるテレビ番組｣の単純集計結果に近く､妥

当な結果とみてよかろう｡

ここで1,l･.'市島でのテレビ視聴行動を分析 して見ると､番組情好では､や

や広域指向的な傾向が上げられる｡新聞の場合､ローカルからナショナル

な方Ir'･jJM:.が窺われたが､テレビに侠=ノてはナショナル指向が上げられる｡

さて､次ぎにチャンネル毎の視聴時けりについて分析 していこう.分析を

行う前に､I.q'古布線テレビの各チャンネル特性について簡坪に触れておき

たい｡

1chは､NHK総合テレビ､2cllは､回教育テレビ､5cllは､チャンネ

ル0 (オー)で､スーパーバー ド故障のため､急速関西テレビ系列のBS

系を傍受一送信 したものである｡牟卜金は-hg;料で､番組としては､料FJ!､コ

ンサー ト､クラシック音楽､娯楽等カルチュアー中心である.6CHは､

u維サテライトニュースで､これもスーパーバード故障のため日本経済新

開が提供する株式市場を中心とする情報伝達番組一文字ニュース番組であ

る｡料金は軸料である.9chは'(;･,'古テレビで､基本料金は月額3.500円､

NTV､テレビ束京､テレビ朝日､それに沖縄ローカル局のRBCと番組

契約を行い､異時再送信を行うと共に､自主制作番組を放映 している0

]Ochは､CS系のスーパ-チャンネルで､これもスーパーバード故障につ

きビデオ録画を放映している.内容は､占い洋画が中心で､料金は撫料で

ある｡Hchは､宮古テレビで9chのモアチャンネルとして機能すると共に､

TBS､フジテレビ､沖純ローカルJJJのOTVと番組契約を行い､地元llLIJ

けに指=寺巾送イL;:を行っている｡料金は､濃本科に含まれている｡12CHは､

スペースシャワーと呼ばれるもので､映像入り音楽を無料放送している｡

]5CIIは､NHK衛1ti_節-､18chは､NHK衛星第二で､それぞれBS系

であるO衛111放送の場合､地上波の料金を含め月額1,200IljをNHKに支

払わねばならず､さらにコンバータ借料として月額500Ilは 宮古テレビに

払わねばならない｡衛足放送開始当初､本チャンネルは無料で視聴できた
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宮+-1'島における多チャンネル化と住民意識の変容(宮城ほか)

が､NHKサイ ドの申し入れもあ り､1989年 4月から宮古テレビでは同チャ

ンネルにスクランブルをかけ､衛星およびコンバーター契約のないものは

視聴出来なくなった｡21chは､スターチャンネルと呼ばれるもので､スー

パーバー ド故障のためビデオ録画でもって放映 している｡同チャンネルは､

新作洋画が主で､月額2,000の視聴料 と､コンバーター借料500｢11が必要で

ある｡調査時点では､500人ほどが契約 しているとのことであった (1991

年 8月現在､111し､ NHK衛星放送の契約者 も含む)｡ さらに､23chは､

同じくコンバーターチャンネルで､W OWOWチャンネルである｡新作邦 ･

洋画とスポーツ番組 (ボクシングが主)が主で､月額2,000の視聴料 と､

コンバーター代 として月額500円が必要である｡

以上､1991年 8月の調査時点では合計12ch分が視聴可能であったが､

1992年 5月､スーパーバー ドの修複に伴いスーパーチャンネル (一och) と

スターチャンネル (21ch)は､従来通 りCS系として復活 した｡一方､スー
パーバー ドの再開に伴い､宮古テレビでは受信アンテナの方向を変更 した

ため､チャンネル0と日経サテライ トニュースは､受信不可能となった｡

元々この2波はJCサ ットと呼ばれるもので､沖縄県地方では電波 レベル

が低 く､風雨等の影響により画質の劣化が著 しいものであり､もっかのと

ころ専用アンテナを設置する予定はないようである｡それよりはむしろ､

新衛星放送の業務開始に向け､専門チャンネル (ニュース､音楽､スポー

ツ等)の開拓 と､サービス機能の強化が焦眉の急 となっているようである｡

さて､チャンネル毎の週間テレビ視聴時間がどうなっているのかについ

ての結果が表ロー6-表 [-17である｡
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表Ⅰ-6 NHK総合 (1ch)(SA)

1時間未満 32 (20.5)

ユー2時間未満 26 (16.7)

2-3時間未満 18 (ll.5)

3-4時間未満 5 (3.2)

4-5時間未満 28 (17.9)

5時間以上 31 (19.9)

見ない 15 (9.6)

不明 1 (0.6)

(単位は人､%)

表Ⅰ-7 NHK教育 (3ch)(SA)

1時間未満 23 (14.7)

1-2時間未満 4 (2.6)

2-3時間未満 12 (7.7)

3-4時間未満 2 ( 1.3)

4-5時間未満 5 (3.2)

5時間以上 3 ( 1.9)

見ない 104 (66.7)

不明 3 ( 1.9)

合計 156 (100.0)

(単位は人､%)
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宮古島における多チャンネル化と住民意識の変裕(fr=):城ほか)

表Ⅰ-8 チャンネル0(5ch)(SA)

1時間未満 28 (17.9)

1-2時間未満 9 (5.8)

2-3時間未満 8 (5.1)

3-4時間未満 1 (0.6)

4-5時間未満 7 (4.5)

5時間以上 3 ( 1.9)

見ない 99 (63.5)

不明 1 (0.6)

(lYL位は人､%)

表Ⅱ-9 日経サテライトニュース (6ch)(SA)

1時間未満 12 (7.7)

1-2時間未満 9 (5.8)

2-3時間未満 6 (3.8)

3-4時間未満 1 (0.6)

4-5時間未澗 1 (0.6)

5時間以上 2 ( I.3)

見ない 121 (77.6)

未加入 0 (0.0)

不明 4 (2.6)

合計 156 (100.0)

(ijJi位は人､%)
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表Ⅰ-10 宮古テレビ (9ch)(SA)

1時間未満 7 (4.5)

1-2時間未満 26 (16.7)

2-3時間未満 13 (8.3)

3-4時間未満 14 (9.0)

4-5時間未満 36 (23.1)

5時間以上 55 (35.3)

見ない 4 (2.6)

不明 1 (0.6)

(単位は人､%)

表Ⅰ-ll CSN (一och) (SA)

1時間未満 16 (10.3)

1-2時間未満 20 (12.8)

2-3時間未満 9 (5.8)

3-4時間未満 3 ( 1.9)

4-5時間未満 ll (7.1)

5時間以上 6 (3.8)

見ない 90 (57.7)

未加入 0 (0.0)

不明 1 (0.6)

(単位は人､%)

ー 99 -



宮古島における多チャンネル化と住民意識の変額(宮城ほか)

表Ⅰ-12 宮古テレビ (llch)(SA)

1時間未満 14 (9.0)

1-2時間未満 27 (17.3)

2-3時間未満 15 (9.6)

3-4時間未満 12 (7.7)

4-5時間未満 31 (19.9)

5時間以上 44 (28.2)

見ない 12 (7.7)

不明 1(0.6)

(単位は人､%)

表Ⅱ-13 スペースシャワー (12ch) (SA)

1時間未満 13 (8.3)

1-2時間未満 9 (5.8)

2-3時間未満 7 (4.5)

3-4時間未満 1 (0.6)

4-5時間未満 1 (0.6)

5時間以上 3 (1.9)

見ない 118 (75.6)

不明 4 (2.6)

合計 156 (100.0)

(埠位は人､%)
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表Ⅰ-14 NHK衛星第一放送 (15ch)(SA)

1時間未満 5 (3.2)

1-2時間未満 3 ( 1.9)

2-3時間未満 0 (0.0)

3-4時間未満 0 (0.0)

4-5時間未満 0 (0.0)

5時間以上 0 (0.0)

見ない 84 (53.8)

未加入 10 (6.4)

不明 54 (34.6)

非該当 0 (0.0)

(単位は人､%)

表 Ⅰ-15 NHK衛星第二放送 (18ch)(SA)

1時間未満 4 (2.6)

1-2時間未満 3 ( 1.9)

2-3時間未満 1 (0.6)

3-4時間未満 0 (0.0)

4-5時間未満 0 (0.0)

5時間以上 0 (0.0)

見ない 84 (53.8)

未加入 10 (6.4)

不明 54 (34.6)

(単位は人､%)
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宮古島における多チャンネル化と住民意識の変谷(宮城ほか)

表Ⅱ-16 スターチャンネル (21ch)(SA)

1時間未満 1 (0.6)

1-2時間未満 1 (0.6)

2-3時間未満 0 (0.0)

3-4時間未満 0 (0.0)

4-5時間未満 0 (0.0)

5時間以上 1 (0.6)

見ない 87 (55.8)

未加入 12 (7,7)

不明 54 (34.6)

博 位は人､%)

表Ⅰ-17 WOWOWチャンネル (23ch)(SA)

1時間未満 1 (0.6)

1-2時間未満 1 (0.6)

2-3時間未満 0 (0.0)

3-4時間未満 1 (0.6)

4-5時間未満 0 (0.0)

5時間以上 2 ( 1.3)

見ない 84 (53.8)

未加入 12 (7.7)

不明 55 (35.3)

(単位は人､%)
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NHK総合の場合､2時間以ÎJが全体の37%､4時間以上が同じく37%

と2つのピークがある｡おそらく､ほとんど見ないか､それとも比較的見

るかのどちらかに偏っていると言えそうだ (表皿-6)｡

NHK教育テレビの結果を表わしたのが表TI-7である｡｢見ない｣と

回答したものが全体の66.7%で､次いで ｢1時閃以内｣の14.7%である｡

接触はほとんどなされていないというのが正しいだろう｡

チャンネル0は､カルチャアーを主体にした無料チャンネルであるが､

｢比ない｣と答えた者が63.5%､｢1時閃以内｣が17.9%もおり､いわゆ

る非在のチャンれ レ (チャンネル認識が脆弱なこと)と呼ばれるものであ

る (衷 日-8)0

I=川筆サテライトニュースを ｢見ない｣と回答した者は､77.6%で､これ

も非在のチャンネルと言えよう (表口-9)0

宮古テレビの場合､｢51馴り以上｣が最も多く35,3%を占めている｡次

いで ｢4-5時Hr'.J未満Jの23.1%､｢l-2時間未満｣の16.7%という順

になっている(表 u-10)｡このチャンネルは､テレビ加入者にとってのホー

ムターミナルとして機能しており､全国的に評価された優れた自社制作番

刺がIrfJチャンれ レの中で誕LLしている.

CSNに対する視聴帖ド削ま､無料及び映画にも閲わらず ｢見ない｣と回

答した者が57.7%で半数以上を占めている｡古い映画ということがネック

になっているのか､人気のあるチャンわ レとはいえないようだ(表口-ll)0

7;:T占テレビ (llch)は､9chのモアチャンれ レとして誕生 したものであ

るが､現在では｢5時川以上｣と回答したものが28.2%､｢4-5時間未満｣

が19.9%と高い接触を示している｡ 9ch同様､高いチャンネル認識がある

といってよいだろう (表リー12)｡

スペースシャワーは､無料の音楽番組であるが､｢見ない｣と言う者が

75.6%にも及んでいる (表 tl-]3)｡ちなみにスペースシャワーの視聴者

と年齢をクロスしてみると､本チャンネルを視聴するものは､10-20歳台

にほぼ限定されている｡若者向けの音楽が中心ということが見て取れる｡

N1-IK衛/r"T=_第-放送及び第二放送を視聴 している者はそれぞれ5.1%で､
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宮古島における多チャンネル化と住民意識の変容(宮城ほか)

｢見ない｣が53.8%､｢不明｣が34.6%という結果になっている｡これにつ

いては､前述 したように､従来放送サービスの一見として､CATVに自

動的に乗せていたものが､NHKサイドと視聴者に料金収納の トラブルが

発生 したため､宮古テレビでは局サイドで一括 してスクランブルをかけ､

コンバーター契約なしでは視聴不可能な措置を講 じている｡無料から有料

-という変転の中で､一体全体どうなっているのかというのが､加入者の

いつわざる気持ちかもしれない (表 口-14､表 11-15)｡ちなみに､回答

者中衛星放送を見ていると答えた者は8人で､年齢では40歳台､高校卒業

者､職業は専門 ･技術職､事務職､商工自営業者である｡

スターチャンわ レは､｢見ない｣ ｢未加入｣ ｢不明｣を併せると98%もの

者が接触 していない(表口-16)｡この傾Ih｣はWOWOWもほぼITfJじで､97%

の者が接触していない (表 口-17)｡これら2チャンネルは､有料チャン

ネルで､本来多メディア化状況を考察するさい重要なファクターを占める

ところであるが､宮古テレビでその傾向は未だ現われていないといえる｡

その主な原因に､やや煩雑な料金体系があるといえる｡ちなみに現在の

有料チャンネルをまとめると､次のようになる (数字はいづれも月額)0

CS系統 宮古テレビ 3,500H

BS系統 NHK衛星第一 ･第二放送 ]､200lLJ プラス500Flj

CS系統 スターチャンわ レ 2,000日 プラス500H

CS系統 WOWOW 2,000日 プラス500H

CS系は､スーパーバードの修復のため､現在はl司時再送信に変わった

が､視聴者の有料チャンネルパターンは､ホ-ムターミナルを基本に､N

HK衛星放送､スターチャンネル､WOWOWの4畑型にまとめることが

できる｡ しかし､現実的にはホームターミナルを別にすれば､有料テレビ

化はほとんど進んでいないのが実状である｡

ここから､1978年 5月の宮古島-の有線テレビの導入以来､多チャンネ

ル環境が十分に整備 ･拡充されたにもかかわらず､チャンネルパターンは､

既存チャンネルの利用に終始 しているといえる｡というのも､調査結果を

見る限り､チャンれ レ親近性は'.I;･:古テレビ(自主制作番糾を含む)に片寄っ
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ており､チャンネル忠誠度もl司局に強固に出来上がっていると結論できる

からである｡反面､有料チャンネルでありながら､加入しているかどうか

｢不明｣の多かったスターチャンネルやWOWOWに対 し､多くの者がチャ

ンネル認知が出来ていないということからも首肯できる｡

宮古､石加島を含む先島群島では､1993年末より､沖縄本島に籍を置 く

放送局2つがHrf寺放送を行うことが決定されているo長年の夢だった民放

(無料)の導入を前に､良民の間ではすでに宮古テレビとの契約を継続す

るか､解除するかの論議が巻起こっている｡多チャンネル化に伴う住民の

意識の変容は､民放二局の新参時期が一つの転機になるのではないかと推

察される｡

注 l lF･.I.'城悦二郎､保坂贋志 ｢宮古島における民放 (CATV)導入とそ

の影響｣『琉球大学法文学部紀要』社会学篇第24号､1981年11月｡

注2 東京大学新聞研究所 『沖縄国体と住民意識』､1989年 3月｡
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宮古島における多チャンネル化と住民意識の変容(宮城ほか)

第Ⅱ章 情報欲求とメディア観

本章ではCATVである宮古テレビに刈する視聴者の情報欲求とメディア

観を考察し､これらをもとに受け手の側からみた1.(,'･.'古テレビの位ll程づけを

試みたい｡

まず､宮古テレビ-の加入動機を尋ね､CATVに封する加入以前の川符
･.II

をリストアップしたOその結果が図m- 1であるO

宮古テレビ-の加入を自ら決定した者が､ 申し込むErUi人の決め手 (きっ

かけ)として挙げたものは ｢たくさんのチャンネルが見られる｣(35.0%)

が液も多く､次いで ｢最新の情報が得られる｣(13.3%)､｢家族に薦めら

れて｣(ll.7%)となっているO宮古では地上波による艮故の放送が解い

ため､CATVに加入しない限り､NHKの二つのチャンネル以外はテレビ番

組を見ることが,HJ,来ない (衛星放送 ･通信衛lli_からの直接受信を除く).

したがって､NHK以外の番組を見るために ｢たくさんのチャンわ レが見

られる｣CATVに加入すると思われる｡一般に都市型CATVの加入者が多

チャンネル ･最新情報の取得を加入動機に挙げる場合､地上波の放送には
(l[:)

ない付加価値をCATVの番紬に兄いだしていると考えられる｡

しかしながら､加入動機と ｢最も関心ある番糾｣をクロスしたところ､

表町- 1のようになった｡(加入動機の高いものから抜粋)

ここで注目されるのは ｢たくさんのチャンれ レが見られる｣ ･｢最新の

情報が得られる｣と答えたものが最も閲心のある番組として挙げるのは｢全

国ニュース｣と ｢宮古のニューース｣だということである｡この結果のみか

ら断言する訳にはいかないが､海外ニュースや映画といった､地上波より

付加価値のあると思われる番組よりも､地上波に類似した番釦に'-Rは閲心

があることが何える.このことば(;･,'古のメディア環境とCATVに対する視

聴者の欲求を考える上で参考になると思われる｡ただ言えることは､ここ

で言う ｢最新の情報｣というのが､海外ニュースでも､峡TIlliやファッショ

ンといった趣味の情報でも無いらしいということである｡

-106一



周Ⅱ-1 最大のきっかけは何か (SA)19カテゴリI N-60

0 10 20 30 40%

r人】rfがいい

的新のfrkI報が'(指られる

映l叫を見たい

化上rLにブラスになる

勉強にプラスになる

テレビのうつりがよくなる

たくさんのナヤン不ルが止られる

目新 しい

BlLいものへの肘fr心

LL川Hで..lrf越になっている

おもしろそう

'#族に雌められて

話の紺になる

近所の人がIllL込んだ

お付き合いでIllL込んだ

/くラボラ7/テナより掛附 く)

その他

郷にPJ!ETlはない

1､ltlJ

表Ⅱ-1 くくQ 申し込んだきっかけは何か >>
九とも関心のあるテレL/ I+'仏 IJlrnが 娘新の 映l血Iを t州 に 勉強に たくさ H新し 新しい ftrr臼)で おもし 家族に ,I.tの柏
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宮古島における多チャンネル化と住民意識の変容(宮城ほか)

次に被調査者全員にCATVに対するイメージを尋ねた｡図m-2

図Ⅱ-2 ケーブルテレビのイメージ (MA)17カテゴリー N-139
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複数回答の結果､最も多かったのが ｢おもしろい｣(35.5%)､ついで ｢情

報が詳しい｣(32.1%)､｢生活に欠かせない｣(25.0%)､｢目新しい｣(21.8%)

となっている｡さて､同様の質問を沖縄本島の那覇市で行った調査結果が
(7L13)

図Ll-3である｡宮古調査と比べて ｢生活に欠かせない｣というイメージ

が少ないことが分かる｡那覇市の調査は被調査者がCATV加入者ではない

ため､宮古と全く同一に比較することはできないが､興味深い結果ではあ

る｡地上波の民放が無い宮古では､CATVは細分化 ･特殊化された情報提

供者ではなく､｢生活に欠かせない｣基盤的情報提供メディアなのである｡

では､その機能についての評価はどうであろうか｡宮古テレビの自主放

送チャンネルに関しては､｢住民の生活環境をよくするのにどの程度役立っ

ているか｣､｢住んでいる人の気持ちや意見を知るのにどの程度役立ってい

るか｣を尋ねた結果が図nl-4と図m-5である.

住民環境に関しては｢大いに役立つ｣(30.1%)と｢少し役立つ｣(46.8%)

を合わせると7割以上の者が､住民感情に関しては同じく6割以上の者が
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CATVの自主チャンネルに関して肯定的評価を下している｡このように自

主チャンネルが地域へ貢献していると評価する者は､沖縄への愛着が強い

傾向にあることが下のクロス表から伺える｡地域貢献に関して否定的評価

をする者で､宮古のニュースに関心のあるものは少ない｡(表肘-2､表

帆-3)

図Ⅱ-3 カラーテレビのイメ-ジ (MA)18カテゴリー N-139

0 10 20 30 40%
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宮+i.島における多チャンネル化 と住民意識の変谷(宮城ほか)

図Ⅱ-4 宮古テレビは住民環境を良くする (SA)6カテゴ リ- N-156

大川 二役且つ J 少しは鮎 つ lぁま｡役だってない lほとんど伽 =･ってないlどちらともいえない

:泊_~1

19 (%)

図Ⅱ-5 宮古TVは住民感情を知らせる (SA)6カテゴ リー N-156

暮7.9 rlHHIHIHHlllllli‥W伯喜三日50.6㌔H l6.O L.1.-5 10.9

(%)

表Ⅱ- 2 <<Q 宮古TVは住民環境を良くする >>(SA)

Q沖純-の *全体 * 大いに 少 しは あまり ほとんど どちら その他

愛着 (SA) 役立つ 役立つ 役だっ 役だって ともい
てない ない えない

全 体 156 47 73 16 3 17

100 .0 30.1 46.8 10.3 1.9 109

非 常 に 73 26 32 8 7

感 じ る 100.0 35.6 43.8 日.0

やや感 じる 58 14 32 5

100.0 24.1 55.2 8.6

余 り 感 23 6 9 3

じ な い 100.0 26.1 39,1 13.0

ま っ た く 2 1

感 じ な い 100.0 50.0

そ の 他

ー110-

9.6

1 6

】.7 10.3

2 3

8.7 13.01

50.0
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表Ⅱ- 3 くくQ 宮古TVは住民環境を知らせる >>･- (SA)

QILll純への *1＼体* 人いに 少 しは あまり ほとんど とちら その他
愛 /I(SA) 役､ンつ 役立つ 投だっ 役たって ともい

てない ない えない

乍 休 156 28 79 25 7 17

100 0 17.9 50.6 ]6.0 45 109

非 l に 73 19 36 10 3 5

感 じ る 100.0 260 49,3 137 41 6.8

やや感 じる 58 4 34 11 3 6

100.0 6.9 58.6 19.0 5.2 10.3

余 り 感 23 5 9 4 5

じ な い 100.0 21.7 39.1 17.4 21.7

ま っ た く 2

感 じ な い 100.0
そ の 他

1 1

50.0 50.0

ljl･l

また､｢一般的にいって国内でケ-ブルテレビは今後普及するか｣との

問には ｢どんどん普及する｣ (25.0%)と ｢多少波はあっても結局は普及

する｣ (36.5%)を合わせて 6割以上が ｢普及する｣ と予想 している｡図

]l-6

また､この結果と先のメディアの地域貢献評価をクロスさせると､表u]

-4のようになった｡
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'L=5'ltl島における多チャンネル化とtI]-.民意識の変'#(宮城ほか)

図Ⅱ-6 ケーブルテレビは普及するか (SA)5カテゴリ- N-).rJ6

どんどん郎及する y.]訓ま瀬及する それほど梓及はしない

25_0

∵卜: Iit .くt._､_I.TfJ117_3i.-..ー>一;､=宝 .)..I.◆i～)Iノh

表Ⅱ-4 くくQ ケーブルテレビは普及するか >>
宮ljTLTVは住民 *全体* どんどん 結JJJは普 それほど普 DK その他
環境を良 (sA) 普及する 及する 及はしない

全 体 156 39 57 33 27

100.0 25.0 365 21.2 173

人 い に役 立 つ 47 18 11 9

100.0 38.3 23.4 19.1

少 しは役立 つ

あ ま り 役 だ

っ て な い

ほ と ん ど 役

だ っ て な い

ど ち ら と も

い え な い

そ の 他
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表u]-4からみると､｢住民環境を良くする｣のに宮古テレビの自主チャ

ンネルが ｢大いに役立つ｣と考えるものは､ケーブルテレビの普及に関し

て ｢どんどん普及する｣と予測するものが最も多く､逆に ｢あまり役立っ

ていない｣と評価するものの中ではケーブルテレビは ｢それほど普及しな

い｣と予測するものが最も多い｡宮古テレビの地域貢献を評価する者は

CATV一般の普及に関して明るい見通しをもっており､地域貢献を評価 し

ない者はCATV一般も普及しないと予測する傾向がある.このことは､人々

がCATVを地域メディアとして捉えていることを伺わせる｡

民放導入後にも宮古テレビに加入し続けるかについては ｢そのまま契約

する｣(26.3%)､｢そのまま契約すると思う｣(30.1%)合わせて56.40/Oが

契約を継続するだろうと答えている｡表m-5

また､民放導入後の契約の意思と ｢関心のある番組｣との関係を調べた

ところ､｢解約する｣と答えた者は､｢全国のニュース｣に関心ある者(31.3%)

のほうが ｢宮古のニュース｣に関心がある者より多い (12.5%)という結

果が出た｡表m-6 民放が導入されれば､それを通して全国ニュースは

視聴できることになり､全国のニュースのみに関心のある者にとって､宮

古テレビの魅力が減少するであろうことは容易に想像できる｡

表Ⅱ-5 くくQ 民放テレビがきたあとは >>- (SA)

1)そのまま契約する 41(26.3)

2)解約する 32(20.5)

3)そのまま契約すると思う 47(30.1)

4)解約すると思う 24(15.4)

5)その他 12( 7.7)

合 計 156(100.0)

実数 (%)
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宮古.勘こおける多チャンネル化と佳代:･'ilt誠の変'4:i(I,[:1.'Ju'iuまか)

表Ⅲ-6 くくQ 最も関心のあるテレビ番組 >> (SA)
i( 放テレビが/[＼体'日IFlの沖純の'[ーJI(IのIfll外ニスポースパー- 約1エ '/イズ Iり川Hl トキL トラ-/
きたあと (Ŝ) ニューニューニューL-ス/･ー ノ中郡 能粁#ll蘇糾 ノン シ

ス ス ス _l-ス lJ-

/Iナ 休 ]56 27 8 31 3 日

100.0 L74 52 2().() j9 71

9

3t2

LI.J

2(くり

LiJ

27

日
.

./I
rJ

ハU

にー

そのまま契約する 4] 7 】 10 1

]000 171 24 244 24

的･'t 的 す る 32 4 10 1

1000 12.5 - 313 3I

そのままJ11的すると.(iしっ 47 9 3 3 1

】000 19.6 65 65 22

的約するとl上しう 24 4 3 5

100〔)167 125 2(〕8

そ の 他 は 3 1 3

100()250 83 25n 83

4 5 2 ) L 5

98 122 4(j Z∠1 24 122

Li l ) 1 4

94 3.1 3) 3I ]2r:)

] 3 () 2 ()

22 65 13.0 4:う ー 13()

2 1 2 1 3 1

83 42 8:う 12 I25 42

3

- 2r-)0

く i'〝'~J'州 '･し'(I)妻り

実際に契約数がどうなるにせよ､民放専人後は人々が.[:.JllLテレヒに何を

求めていたのかがより明らかになるであろう｡すなわち､ノ.･r-,TllA=J_尺にとっ

て′,,71･.'古テレビとは地域惰報を提供するメディアであったのか､LtI,lr"JELL()な日

加価値付捕えを提供するメディアであったのか､あるいはttL故の番桃を提供

するメディアであったのかが明rLlになると考えられる｡そjtは加入者のl■.り

減だけでなく､自主チャンわ レの視聴率や有料チャンれ レの加入状況の変

化によって推測されるものである｡

-1J料チャンれ レの視聴状況 (加入状況)が芳しくないことは第l草で述

べられたが､情報に関して封イlJriを支払うということに路用する仰向は術 JJ!

放送に対 しても見受けられるO図m-7

衛星放送-の小満 ･婁望で最も多いのは ｢受信料令が 高い｣というもの

で37.8%を占めるO 料金が高いというのは､番紬)｣容を批判しているとも

- 1ト1-



受け取 られるし､CATVの北本料金に加えて受信料を支払 うという怖報

サービス料に反発を感 じているとも受け取られる｡いずれにしても､衛星

放送の市糾l人J容が対仙を支払うに傭 しないと3割以上の人が考えているこ

とが分かるOでは､対価を支払う価価のある情報とは何か｡それはまず第

-に生活北盤情報である｡.̀I:･:古においては宮古地域内の付J報や日本本土の

情報がそれにあたる｡第 [卓で ｢閲心のある番棚｣の上位に全国のニュー

スと',t二･,'古のニュースが挙げられたが､これらは地域指向と広域指向という

ように分離し､州反するものではない｡つまり､地域に愛着のあるものほ

ど全国のニュースより地元のニュースに関心があるかというとそうではな

い｡これは地域への愛着と関心のあるニュース番組をクロスした表Tu-7

からr])lらかである｡

図Ⅱ-7 衛星放送への不満･要望

凶際ニュースが偏っている

鋸 料金が高い

甜云がうるさい

当机の〟針からずれている

人衆的な制服がない

令引なチャンネル

その他

ィ､明

(MA)7カテゴトト N=156

0 10 20 30 40%
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宮古島における多チャンネル化と住民意識の変容(宮城ほか)

表Ⅱ-7 <<Q 最も関心のあるニュース >>･- (SA)

Q沖縄への 全体 宮古地 沖縄県 東京の 日本仝 国際二 時に関 その他
愛着 (sA) 区のこ のこユ ニュー 国のニ ュース 心のあ

ユース ース ス ユース る地域
はない

全 体 156 52 19 3 56 11 12

100,0 34.0 12.4 2.0 36.6 7.2 7.8

非 常 に 73 28 8 1 25 6 3

感 じ る 100.0 39.4 11.3 1.4 35.2 8.5 4.2

やや感 じる 58 18 8 23 3 5

100.0 31.6 14,0 - 40.4 5.3 8.8

余 り 感 23 6 2 2 8 2 3

じ な い 100.0 26.1 8.7 8.7 34.8 8.7 13.0

まったく感 2 1

じ な い 100.0 - 50.0

そ の 他

沖縄に愛着を ｢非常に感 じる｣者が最も関心のあるニュースとして挙げ

るのはやはり ｢宮古地区のニュース｣(39.4%)だが､｢日本全国のニュー

ス｣も35.2%と､大差ない結果になっている｡沖縄に愛着を ｢余 り感じな

い｣者のうち｢宮古地区のニュース｣に関心のあるものと｢日本全国のニュー

ス｣に関心のあるものに大差はない｡関心のある地域を基に指向性を仮定

するならば､竹下俊郎が指摘するように､｢ローカル指向｣､｢コスモポリ

タン指向｣という分類以外に ｢両指向並存｣型が存在することをこの結果
(注4)

は示唆 しているといえないだろうか｡
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宮古のCATVは特殊なメディア環境の中で誕生 し､存在 している｡一般

的に地域情報を代表とする基盤的情報の取得は活字メディアでは新聞に､

電波メディアではラジオ､そして時代を経てはテレビに負うものである｡

テレビも地上波放送から多チャンネルの有線テレビ-と変化 し､番組内容

も多用化 ･細分化 ･専門化してきた｡このような一般的なメディア発展の

恩恵を段階的に受けずにいきなり､高度な都市型CATVがNHK と並存す

るようになったのが宮古島である｡言うまでもなく島峡という地理的条件

がこのような状況をもたらしたのだが､民放地上波による放送という段階

が抜け落ちているのである｡メディアの発達史が絶対的であると言ってい

るのではない｡テレビメディアによる地域情報､娯楽が欠如した状態が長

く続き､情報取得はドーナツ型で､宮古の情報に関しては沖純本島 ･全国

ニュースからの ｢逆輸入｣状態であった｡現在それを補っているのが宮古

におけるCATVだと思われる｡

先に宮古テレビ-の加入動機について触れたが､｢チャンネルが多い｣

からというのが最も多かった｡ここで言う ｢チャンネルが多い｣とは､沖

縄本島並にあるいはそれ以上に民放のチャンネルがあるということを意味

しているのではないだろうか｡1980年に行われた琉球大学の調査では､加

入動機の一位は ｢家族の薦めで｣が29.36%､つぎに ｢娯楽｣(29.3%)､
(Ij･5)

｢NHK以外のチャンネルが見れるから｣ (23.4%)となっている｡これ

からも分かるように宮古においては｢チャンネルが多い｣ことは主に｢NHK

以外のチャンれ レが見れる｣ことと同義である.たしかに､BSやCSの登

場により､チャンネルは1980年の時点より増えたが､これらのチャンネル

が見られているかというと､そうでないことは第Ⅰ章で述べられていると

おりである｡最も見られているチャンネルは自主放送チャンネル(9､11チャ

ンネル)であり､自主制作番組 (MTV ニュース､MTV ニュースライナー

他)を放送してはいるが､時間にして､一日一時間半程であり､主に民放

キー局番組の異時再送信が主体のチャンネルである｡しかし､このように､

自主番組 (番組サプライヤーによって提供される番組)があるにも拘らず､

地上波の再送信の方を視聴する傾向は､宮古に限らず､他の地域のCATV
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宮古島における多チャンネル化と住民意識の変'わ(I.[･'T城ほか)

･1･I
視聴者にも見られる接触行動である｡

日本民間放送連盟研究所の ｢2000年の放送ビジョン｣によると､将来的

には地上放送が基鯨的情報 (公共情報 ･一般情報)を扱い､総合紬 戊を准

調とした地域メディアであると共にネットワークによる全円メディアとし

て存在する一方､衛星放送､CATV､サテライ ト･ケーブル ･サービスな

どは視聴者のパーソナルな特化情報ニーズに応えるサービスを分川すると
LI[71

いった､メディアの棲み分けがおこるとT,洲ljしている｡宮LiL,L∴さは民放地上

波がfFJいていないため､棲み分け以前の状況だが､地上波が机うとT,rllHjさ

れている ｢基盤情報｣ を提供 しているのは､JJ拍1.のところ､N川くを除け

ばCATVである7二･.7;テレビが､テレビ･メディアとしてはIFfF=-･であるO 視

聴者が['-J:古テレビに求めるものは正に､この ｢基甥酎Fti報｣ではないだろう

か｡民放番組のキャリア (サプライヤー)としてのイ舶(11と､ 宮 ll11鳥という

ローカル地域における地域情報メデ ィアというふたつの側IrHJを宮Ttfテレビ

は強 く持っている｡尖態はいわゆる第2lil-代CATVといえよう01994年に

民放が導入された場合､民放の番組 をCATVのチャンネルで捉イlEtするとい

うのは全 くセールスポイントにはならない｡柁るのは地元のニュースだが､

毎月基本料金を支払って見るほど人々にニーズがあるのかは､明らかでな

い｡ また､現状か ら察すると特化情利之主体の ｢裾｢用l_1多チャンネル｣

CATVでは､さらに視聴者のニーズは砥いと思われる｡

本調査の主題である ｢多チャンれ レ化と地域住艮の意識変容｣を明らか

にするには､艮故導入後にこそ再調査すべきであろう｡

注

注1 宮古テレビへの加入決定者は､世帯主が66.0%､lil-;.''r.(主の妻が]4.7､

Lu-;lr,二王の子供が9.60/oとなっているoまた､被調査者のうち､加入

決定者は38.5%｡

注2 都市型CATVとは郵政省の定義によると①引 き込み端+数が 1Jjj以

上あり､②ll]継増幅器に双方向機能をイfL､③ (r‖川､lHJJ送イ‖以外の)

白主放送が 5チャンネル以上あるものをいう｡
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注3 琉球入学マスコミ川究会 ｢RBC視聴行動調査｣1991年実施

注4 竹下俊郎｢ニューメディアと地域生活｣『ニューメディアと社会生活』

東京人学■■日.u会 1990年 pp.38-39

注5 宮城悦二郎､保坂J;'''l一志 ｢宮古鳥における民放 (CATV)導入とその

影B]!･lj一半k.Lf.･の蛸rirJE.1':.を中心に-｣『琉球人草法文学部紀要 十l会学

篇』第24万 1981'lI-i

注6 例えば､1987咋に東京人,､;相川日学71)I究所が4:lJった筑波市の ｢ACCS

(I;･':同郡rlけ -ブル ･コミュニティ･サービス)｣に閲する調査に

よると､JI&も接触されているのは既存のV波 (地 上波)のチャンネ

ル (陵鋸 である｡

後藤満之｢多チャンれ レ化と情事L拓動｣『ニューメディアと社会LL活』

東京人判 11版会 1990年 PP119-139.
注7 日本艮日'り放送連LL:iHl)I'J先所編 ｢2000年の放送ビジョン-多チャンれ レ

帖代の祝聴音と艮故｣ コ-ケン出版 1991年
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宮古島における多チャンネル化と住民意識の変容(宮城ほか)

第Ⅳ章 メディア接触と住民意識構造

今回の調査では､先島地区としての宮古島の地域的特性 ･文化に対する

意識､沖縄本島､本土という3つの ｢地域｣の認知的位相関係等について

の質問項目を設定し､宮古島住民の地域に対する考え方を探った｡本章で

は､これらに関連する項目について述べてゆきたい｡

Ⅳ-1.問題の所在

初めに､このような調査項目を設定した目的について簡単に触れておき

たい｡

日本が明治以降経験した ｢近代化｣の文化的 ･歴史的過程は沖縄の政治

的文化に特殊性と複雑さをもたらした｡この ｢近代化｣の過程は､単一の

｢国民｣という概念を基盤としたNatlOn-State｢日本国｣が成立する経緯

のなかで､全国規模の統一的国家システムが展開していくという形で表せ

られると同時に､このシステムが依存する ｢社会｣の側の均一化 ･均質化

として進行していった｡この均質化は､教育やメディアを通じて法制度や

資本主義経済に代表されるハードなサブシステムの貫徹と同時に､国家統

合シンボルの社会的定着や時間概念といった､社会意識を対象にした文化

レベルでも組織化が展開していった｡沖縄もまた当然にこのような ｢近代

化｣過程の対象となった｡

しかし､｢琉球処分｣という言葉自体が端的に表象しているように､本

土とは異なる文化的過程が展開していたことによって形成されてきた地域

的独自性と､その明確さによって､NatlOn-State確立 ･維持のための ｢近

代化｣過程は沖縄では独自の展開を見せ､様々な問題を生起させてきた｡

日本における ｢上からの近代化｣過程がシステム的あるいは制度的な面

を優先させる一方､本来､近代的諸制度を支えていた人間主義的諸価値及

び思想的な中核を欠いていたという事実は､資本主義的経済システムが成

熟するにしたがって生起するはずの差異に対する肯定的パースペクティブ

の欠落という悲劇を近代化過程の当初から招いた｡この結果､佃に対する
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全体の常なる優先､より正確に言替えれば､｢全体優先｣というイデオロギー

操作が､ストッパーなしの強力な対社会的貰通力をもっこととなり､同時

に容易に制度として社会規範化される｡このような規範化は､当然に個人

のみならず､NatlOn-Stateから見た｢地域的差異｣である独自性を軽視させ､

抑圧する｡そして､差異が大きく､圧殺しきれない余剰部分は､｢差別｣

の対象として転化させるメカニズムが機能することになる｡

沖縄の歴史的過程の中で､この差別/被差別意識は､戦前の ｢同化政策｣

の強力なスプリングボードの一環として機能していたとも考えられる｡

大田昌秀は『検証 ･昭和の沖縄』のなかで､次のように差別と同化政策 ･

社会主義の沖縄における関係について言及している｡

｢沖縄の指導者や知識人は､こうした古くからの差別的処遇への屈辱観

から脱却するために､反体制もしくは反社会的と見なされていた社会主義

を志向する向きと､みずからをより積極的に天皇制国家へ同一化する人々
(71H

の2派にわかれたが､後者の道を選んだのが大勢を占めた｡｣

さらにこのような意識上の差別観にあいまって ｢琉球処分｣以降､特に

沖縄の地理的な位相から生起する軍事､外交的な要請が優先的に本土側の

地域政策に投影されたことで､沖縄での近代化過程は経済的諸問題解決も

これらと関連づけられることにより､事態を一層複雑化させたといえよう｡

また､この差別意識は､例えば本土-沖縄-先島地区というように他段

階に重層化され､この重層構造によって天皇制国家の統治が､反対勢力を
(7j=2)

うまく抑制し､成立していたとの見方もある｡

現代的な日本のNat10n-State政治制度は天皇主権の ｢立憲君主国家｣か

ら国民主権の ｢議会制民主主義｣に移行し､地方政治も自治形態をとって

いる｡｢多数｣による ｢少数｣の圧倒がファシズムとよばれるならば､民

主主義という制度の根源的な意義は､個別的なものやマイノリティーの尊

重以外のなにものでもない｡この議論の文脈でいえば､差異あるいは地域

の独自性への積極的評価ということになろう｡

｢沖縄｣に含まれつつ､沖縄本島とは距離的にも離れた場所に位置し､

また独自の文化が培われてきた宮古地区の住民は､どのように自ら地域性
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宮LLl島における多チャンネル化と仕上tt:Ftiiこ誠の変裕(I.Lr'r:城はか)

について評価 しているのであろうか｡

以上のような問題関心の下に､メディアが大きく影響する､共lJされる

認識構造 を念頭におき､本調査のなかでは ｢11il:古｣､ナショナル･レベル

を象徴 していると思われる ｢本土｣､日常的な接触はあまりないもののよ

り地域的に身近であると考えられる ｢沖縄本J.rl｣という3つの地)と帥/Jな 軸

それぞれ がどのように位l'芹づけられているかを調査 した0

第Ⅳ-2.フェース･シート

ここでは､今回のアンケー ト調査のなかで､ 地 域竹の｢ll目迎にIkJ速のある

回答者の属性について紹介したい ｡

フェース ･シー トのq｣で､F6 (表lV11)は ｢'.I:.:ltT地区/Lまjtである

か｣をたずねたもので､回答者のうち､令休の83.30/Oが ｢宮 IIE｣であると

いう回答を得た｡その他 ｢宮山地区以外の沖縄｣が7.7%､｢本上｣がl日日こ

く7.7%となった｡回答者の中では ｢宮古｣生 まれが非常に多 く､沖縄全

体 まで含めて考えると9割が､いわゆる ｢地元｣出身者によって構成され

ている｡

これに閲連 して､F7 (表lV-2)では宮古.E∴さでのJ｣J.作:年数についてた

ずねた｡これによれば､全体の89.1%､9割近 くが151li以上のLi:期在作者

であることがわかる｡ちなみに､F2 (衣川-3)は､今Iulのアンケー ト

調査の年齢l脚IEil'[を示 したものであるが､これと対比 してもこれらの数価が

いかに人きな仲を示 しているかがわかるであろう｡

表Ⅳ-1 生まれた場所

(%)

宮古地区 130(83.3)

宮古 地区以外の沖縄県内 12( 7.7)

本土 l2( 7.7)

その他 2(I.3)
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表Ⅳ-2 宮古島の在住年数

(%)

一年未満 ](0.6)

ト5年未満 3(0.9)

5-10年未満 5( 3.2)

]0115年未満 8( 5.1)

]5-20年人満 22(14.1)

20-25咋未満 17日0.9)

25-30年二村lJ:j 14( 9.0)

30-35咋｣Jl-J:J 20日 2.8)

35-40年｣湖) 14( 9.0)

40-45年未満 17(10.9)

45-50年末満 7(4.5)

50-55年末満 7( 4.5)

55-60年未満 6( 3.9)

60年以上 15( 9.6)

合計 156(100.0)

表Ⅳ-3 年齢

(%)

16-19歳 17(10.9)

20-29歳 19(12.2)

30-39歳 46(29.5)

40-49故 35(22.4)

50-59歳 20(12.8)

60-69歳 13( 8.3)

70歳以上 6( 3.8)

合計 】56(100.0)

しか し､このように地域に密着 して生活 しているという面にもかかわら

50.6%が ｢ある｣ と答えてお り､半数が本土で何 らかの形で生活体験 を有

していることがわかる｡F8-1 (表Ⅳ-5)では､本土での在住経験者

にその相川"lJをたずねたが､それによれば ｢1年以上 5年未満｣が57%と比

較的如.期の在住経験者が姑も多 く､次いで ｢5年以上10年未満｣が24.]%

となっている｡｢10年未満｣全休では83.6%とな り､一時的に本土で就学 ･

就職 した後､宮古に ｢Uターン｣したことがわかる｡またF9(表Ⅳ-6)

では､現在家族に本土に在住 している人がいるかどうかだずねているが､

全体の3分の 1にあたる33.3%が ｢いる｣ と答えてお り､同様な硯象が現

在 もおきているHJ能性が高い｡
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宮古島における多チャンネル化と住民意識の変容(宮城ほか)

表Ⅳ-4 本土在住経験の有無

(%)

ある 79(50.6)

ない 76(48.7)

DK 1( 0.7)

表Ⅳ-6 家族に現在本土在住

者がいるか

(%)

いる 52(33.3)

いない 103(66.0)

その他 1( 0.6)

合計 156(100.0)

表Ⅳ-5 本土在住年数

(%)

1年未満 2( 2.5)

卜5年未満 45(57.0)

5-10年未満 19(24.1)

10-15年未満 5( 6.3)

15-20年未満 2( 2.5)

20-25年未満 3( 3.8)

25-30年未満 2( 2.5)

30-35年未満 1( 1.3)

合計 79(100.0)

FIO(表Ⅳ-7)､Flo-1(表Ⅳ-8)､Fll(表Ⅳ-9)では同様の質

問を､設問の対象を ｢本土｣から ｢沖縄本島｣に変えてたずねた｡

FIO(表Ⅳ-7)では､｢沖縄本島での在住の有鞭｣についてたずねた

ところ､全体の48.7%が ｢ある｣と答えている｡さらにF10-1(表Ⅳ-8)

では沖縄本島の在住経験者にその在住年数をたずねた｡それによれば ｢1

年以上5年未満｣が52.6%と比較的短期の在住経験者が最も多く､次いで

｢5年以上10年未満｣が多く､23.7%となった｡Fll(表Ⅳ-9)では､

家族に現在沖縄本島在住者がいるかという設問を設けたが､34.8%が ｢い

る｣という回答を行っている｡

在住経験の有無､在任期間､現時点における在住家族の有無について｢本

土｣と ｢沖縄本島｣を比較すると､すでに明らかなようにほとんど同様な

傾向を示していることがわかる｡約半分が在住経験があり､在任期間ばlo

年未満でそのうち5年末満が最も多く､家族の中でそれぞれ地域に住んで

いる人がいるかどうかも､3分の1とほほ同じである｡このことから実際
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の物理的な距離は､沖縄本島のほうがはるかに近いが､社会的距離感では

本土も沖縄本島もそれほど相違ないということが推測されよう｡

ちなみに､本土在住経験の有無 (F8)と沖縄本島在住経験の有無 (F

10)のクロス集計 (表Ⅳ-10)を行ってみると､本土在住経験もあり沖縄

在住経験もあるが23.1%､本土在住経験のみが27.6%､沖縄本島在住経験

のみが25%､両方とも在住したことがないが27.6%と､ほほ4分の1づつ

にわかれている｡また逆にいえば､回答者の4分の3が､宮古島以外の本

土あるいは沖縄本島で生活したことがあることになり､宮古出身者以外が

1割であることを考えても高い数値を示しているといえよう｡

表Ⅳ-7 沖縄本島在住経験の

有無

(%)

ある 76(48.7)

ない 80(51.3)

表Ⅳ-9 家族に現在沖縄本島

在住者がいるか

(%)

いる 54(34.6)

いない 101(64.7)

不明 1(0.6)

合計 156(100.0)

表Ⅳ-8 沖縄本島在住年数

(%)

1年未満 3(3.9)

1-5年未満 40(52.6)

5-10年未満 18(23.7)

10-15年未満 6(7.9)

15-20年未満 5(6.6)

20-25年未満 1(1.3)

25-30年未満 0(0.0)
30-35年未満 2(2.6)

35-40年未満 1(1.3)

合計 76(100.0)
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宮古島における多チャンネル化と住民意識の変容(I.L;T城ほか)

表Ⅳ-10 本土在住経験 (タテ)×沖縄本島在住経験 (ヨコ)

実数 〔沖縄本島〕

(%) ある ない 合計

〔本土〕 あるないDK合計 36 43 79

(23.]) (27.6) (50,6)

39 37 76

(25.0) (23.7) (48.7)

l l

( 0.6) ( 0.6)

76 80 156

Ⅳ-3.メディア接触と地域性

間7では､｢I=X]心のあるテレビ番組｣について複数同数と､そのなかで

最も関心あるものについて単数回答でたずねている｡複数回数 (l川7-]､

でコ ミュニティに封する高いrkLJ心 をしめ している｡以下､｢ドラマ｣

(39.7%)､｢全国のニュース｣(36.5%)､｢スポーツ ･ニュース｣｢クイズ

番組｣(それぞj127.6%)､｢沖縄のニュース｣(22.4%)と続 くOつぎに､

これを｢最も関心のある番組｣(間7-2､表IV-]2･iiJr.数阿答)でみると､

最も回答が多かったのは､｢全国のニュース｣で19.9%､次に｢宮古のニュー

ス｣(17.3%)､｢ドラマ｣(]2.2%)となり､｢沖縄のニュース｣は5.1%と

順位をさげている｡閃8 (表Ⅳ-13)では､｢最もF災帖 のあるニュース｣

についてたずねているが､そのなかでもまた､一一一番多くのJk応を集めたも

のは ｢日本全国のニュース｣(35.9%)で､次に r',･J-･rIJl一地区のニュース｣

(33.3%)､やや数値が離れて ｢沖縄県のニュース｣(12.2%)となり､意

外にナショナル ･レベルの情報伝達が機f即'Jに強いということができる｡
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表Ⅳ-11 関心のあるテレヒ 表Ⅳ- 12 最も関心のあるテ レ

番組 (複数回答 )

実数 (%)

宮古のニュ-ス 79(50.6)

illl純の二ュ-ス 35(22.4)

仝ITilニュース 57(36.5)

tl111外ニュ-ス 7( A.5)

スポーツ･ニュース 43(27.6)

スポーツ中継 23(14.7)

スポーツ教'j;i 1( 0.6)

教養 ･教育番紬 8( 5.1)

歌謡市糾 19(12.2)

ポソブス･シャス･クラ/シソク 4( 2.6)
郷土芸能芥刺 13( 8.3)

クイズ番糾 43(27.6)

アニメ 4( 2.6)

ワイドショー 6( 3.8)

l則叫 22(14.1)

ドキュメンタリー 12( 7.7)

ドラマ 62(39.7)

I)誹)･料判[番組 9(5.8)

お笑い番糾 26(16.7)

その他 ](0.6)

合丁,Jl l56(loo.0)

ビ番組 (単数回 答 )

宮古のニュース 27(

沖縄のニュース 8(

全国ニュース 31(

海外ニュース 3(

スポーツ･ニュース ]1(

スポーツ中継 ]0(

スポーツ教室 0(

教養 ･教育番組 1(

歌謡番糾 3(

ポップス･ジャス･クラッシック 2(

郷土芸能蕃射し 9(

クイズ番組 11(

アニメ 0(
ワイドショー 2(

映桝 5(

ドキュメンタリー 5(

ドラマ 19(

3

1

9

9

0

4

0

6

9

3

8

0

0

3

2

2

2

7

5

9

1

7

6

0

0

1

1

5

7

0

1

3

3

2

1

1

1

実用 ･料理番組 l( 0.6)

お笑い番組 7( 4.5)

不明 日 0.6)

合討 156(loo.0)

表Ⅳ-13 最も関心のあるニュース

実数%

′イ古地区のニュース 52(33.3)

沖縄県のニユ-ス 19(12.2)

火京のニュース 3( 1.9)

LI木全回のニュース 56(35.9)

Lq際ニユ-ス ll_( 7.1)

特にHiu心のある地域はない 12( 7.7)

1､叫 3( 1.9)
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宮古島における多チャンネル化と住民意識の変容(宮城ほか)

Ⅳ-4.ローカル ･アタッチメント

間18(表Ⅳ-14)では､｢宮古を含めた沖縄｣地域に対 して愛着を感 じ

るかどうかというローカル ･アタッチメントについてたずねている｡結果

は､｢非常に感 じる｣が46.8%､｢やや感 じる｣が37.2%で､両者をあわせ

ると全体の82%がなんらかの愛着を感 じているという高い数値を示 してい

る｡次に間18-1(表IV-115)以下では愛着の対象についてたずねた｡この

うち ｢最も愛着のある沖縄の固有性｣についてたずねた問18-2(表Ⅳ-15)

をみてみると､最多回答があったのは､｢自然 ･気候 ･風土｣で46.1%､

次に ｢共通する性格｣(16.5%)､｢生活習慣｣(8.4%)の順となる｡間19

以下では､ローカル ･アタッチメントのなかで社会文化的性格を持つ ｢沖

縄県民に共通する性格｣について回答者にたずねた｡この中で､単数回答

でたずねた ｢最も沖縄県民に共通する性格｣をたずねたF19-1(表Ⅳ-16)

をみてみると､最多がやや意外なことに ｢比較的時間にルーズ｣で37.7%､

次に ｢助け合いの気持ちが強い｣(22.4%)､｢やさしく人間性が豊か｣

(10.3%)となる｡

表Ⅳ-14 沖縄への愛着

実数%

非常に感 じる 73(46.8)

やや感 じる 58(37.2)

余 り感 じない 23(14.7)

まったく感 じない 2(1.3)

表Ⅳ-15 最も愛着のある固有性

実数%

自然 ･気候 ･風土 61(39.1)

土地の言葉 10( 6,4)

伝統芸能 ･伝統工芸 7(4.5)

祭礼 ･宗教 ･信仰 4( 2.6)

生活習慣 1]( 7.0)

連帯感 2](13.5)

共通する性格 10(6.4)

戦争体験や占領体験 4( 2.6)

政治 ･経済 1(0.6)

不明 2( 1.3)

合計 131(100.0)
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表Ⅳ-16 最も共通 している性格

働 く意欲に欠ける

助け合いの気持ちが強い

自主性の亜視

劣等感が強い

こせこせ しない

本土の犠牲になった意識

独自の文化を大切にする

金銭感覚に乏 しい

平和への気持ちが強い

沖縄への愛着が強い

無計画性

人間性に豊か

時間にルーズ

DK･不明

合計

実数%

4( 2.6)

35(22.4)

1( 0.6)

2( 1.3)

2( 1.3)

2( 1.3)

3( 1.9)

日 0.6)

13(8.3)

13(8.3)

3( 1.9)

16(]0.3)

58(37.2)

3( 1.9)

156(100.0)

｢時間にルーズ｣は､通常､アタッチメントの対象 となる価値肯定的な

対象であるとは必ず しもいえないが､これは沖縄地域で通常 ｢テ-ゲ-主

義｣ (細かいことにこだわらない) と呼ばれる社会的に定立 していると思

われる概念があることから､強い反応 としてでてきたと思われる｡周知の

通 り､近代化 と産業主義の進展は ｢時間｣の頂上 的で リジッドな連用を諸

主体に強要 したが､そのような面から考えると､｢助け合いの気持ちが強い｣

｢人間性が豊か｣ とい う回答は､｢時間がルーズ｣ を異なる面か ら捉えて

いるのかもしれない｡

Ⅳ-5.｢本土｣･｢沖縄本 島｣､それぞれに対 す る認知 的 な位相

｢地域の独 自性｣ という抽象的な概念を､なんらかの具体的な指標で提
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.Li,rrl高さにおける多チャンネル化と住Lt･t3-t誠の変容(ll;I.'城ほか)

えようとした場/LT､様々なアプローチが考えられる｡中でもET/_要なものと

′riしわれるのは､ある一･定地域に所属する成Lr互のなかにおいて成;rする地域

的な帰属意識であろう｡ しか し､地域に刈する帰属意識が成iiの認知構造

のrTlで形成される過程においでは､その認知n/J世非の小で､｢外.:,.r''｣を構

成する ｢有意味な環境｣､言い替えれば ｢他の地域｣が準拠枠として作用

する､州対的な州亙作用過程が和み込まれていることを考えなければなら

ない｡のみならず ｢意識｣を多少ともスタテックなパースペクティフでJui

握 した場合､外部の中に自らがどの様に位EIFl'づけられているかという点に

関する当該地域成員自身の認識も､外的な差lL'･];一化を経て ･定地域を1.1(,一定す

パースペクティブが､さまざまな形で受け手の認知構造に変化をIj一えてゆ

くという点に注 目するものであり､F1常IL小二パーソナルなレベルでのコ

ミュニケ-ションが比較的乏しい地域と地域のけりにメディアが決定的な形

で介入する以上､｢『相手は内分のことをどのようなイメージで捉えている

か』についてのFl己のもつイメ-ジ｣の問拙､という複雑な視点も避けて

は通れないものとなってくる｡

以上のような視点を受けて､本調査のなかでは rJl:〟 .｣､ナショナル ･

レベルを象徴 していると,rRわれる ｢木上｣､r]',.I;･';的な接触はあまりないも

ののより地域的に身近であると考えられる ｢Lirl購 本鳥｣という3つの地域

的な軸を設定 して､'lli･,'古地区のCATV加入者がそれそれにlJしてどのよ

うに思っているか､あるいはどの様に外部たる他の地域から仁l分たちが見

られているかについての認識についてたずねていった､｣

間20(表Ⅳ-17)では､｢宮古島｣住虻 ･股の考えかたが本1-と､こと

なるかという点について回答者の意見をたずねた｡lllI答者が白身でどうで

どう考えているかについての設問である｡ITi多が ｢やや違う｣で48.10/O､

次が ｢まったく違う｣で26.9%となり､70%以上が ｢違う,L.'...がある｣と)上l､つ
ている｡これに対 して閃21(表IV-]8)は､本土の人から違うと想われて

いるかについて､回答者の意見をたずねたもので､親米として問20(表】V
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-]7)とほほll,li兼の回答が1E.=]られた (｢まったく違う｣22.4%､｢やや違う｣

46.8%)｡少なくともこの数価 に削ってて-[えば､｢異なる｣という点におい

て回答者の認):日構造のなかの ｢本十｣からみた宮古と､｢Tlr.'古｣の人間で

あるFl分とのキャノブはないといってもよいであろう｡また､問22(表iV

-19)では､｢̀,.,'r:Il,Iの人一般が､本土の人たちを稚解 しているか｣という

質問を行った.結果は､｢まあ卿郷している｣が51.9%､｢あまり理解 して

いない｣が36.5%､｢十分にf_Ll!解 している｣が5.8%､｢まったく理解 して

いない｣が1.3%となっt∴ ｢〕当リfp'(=している｣が､総体的に多いがこれは

前記の本⊥在住細検薪の多きや､メディア接触の項でみたナショナル ･レ

ベルにl,射坐したニュースへの関心の高さなどとの強い連関を伺わせる｡

表Ⅳ-17 宮古の人と本土の人は違うか

%

まったく違う 42(26.9)

やや違う 75(48.1)

あまり違わない 32(20.5)

まったく違わない 3( 1.9)

DK 4( 2.6)

表Ⅳ-18 本土の人から違うと思われているか

%

まったくそう.riLう 35(22.4)

ややそう,E上l,う 73(46.8)

あまりそう思わない 34(21.8)

まったくそう思わない 5( 3.2)

DK 9( 5.8)
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宮古島における多チャンネル化と住民意識の変容(宮城ほか)

表Ⅳ-19 本土の人を理解しているか

%

十分に理解している 9( 5.8)

まあ理解している 81(51.9)

あまり理解していない 57(36.5)

まったく理解していない 2( 1.3)

DK 7( 4.5)

間24(表Ⅳ-20)､問25(表Ⅳ-21)､間26(表Ⅳ-22)はl司様の質問を､

焦点を本土から沖 縄本島に変えて､たずねていったものである｡

問24(表Ⅳ-20)は､宮古の人々一般のものの考え方が沖縄本島と異なっ

ているかという設問である｡これに対 して､｢あまり違わない｣が60.3%

でもっとも多く､これに ｢まったく違わない｣(7.7%)を加えると､7

割近くが ｢相違はない｣と考えていることになる｡続く間25(表Ⅳ-21)

は､｢沖縄本島の人々の考え方が宮古の人々の考え方とはことなっている｣

とあなたは考えるかという設問である｡これに対 して､｢あまりそうは思

わない｣(49.4%)がやはり最多で､次に ｢ややそう思う｣(25.6%)､｢まっ

たくそう思う｣(7.7%)､｢まったくそうは思わない｣(6.4%)との結果

が得られた｡間24(表JV-20)と同様 ｢あまりそうは思わない｣が多い｡

が､詳細に比較すると､全体的に ｢本島の人々から､ことなってみられて

いる｣という方向に､ウェイトがシフトしていることがわかる｡さらに､

｢宮古の人々が沖縄の人々を理解しているか｣という間26(表Ⅳ-22)を

見ると､｢十分に理解している｣ ｢まあ理解している｣を合わせて全体の8

割以上が ｢理解している｣という心象を抱いていることを考えあわせると､

回答者の意識上のギャップは見た目以上の差をもっていることが考えられ

る｡｢本土｣より ｢沖縄本島｣に対して､｢こちらは理解しているが､相手

はこちらを異質と考えている｣という認識がある程度存在しているといえ

よう｡

- 1 3 2 -



表Ⅳ-20 宮古の人と本島の人は違うか

%

まったく違う 6(3.8)

やや違う 31(19.9.)

あまり違わない 94(60.3)

まったく違わない 12( 7,7)

DK 13( 8.3)

表Ⅳ-21 本島の人から違うと思われているか

%

まったくそう,rTul.う 12( 7.7)

ややそう思う 40(25.6)

あまりそう.FELわない 77(49.4)

まったくそう思わない 10( 6.4)

DK 17(10.9)

表Ⅳ-22 本島の人を理解しているか

%

十分に理解 している 20(12.8)

まあ理解 している 110(70.5)

あまり理解していない 26(16.7)

まったく理解 していない 0(0.0)

DK 0(0.0)
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'FTrJIL烏における多チャンネル化とti-1七意識の変'h(1.r'･.'城ほか)

間28(表Ⅳ-23)では､CATVの加入によって､調査対象者の本土に

対する文化的 ･精神的な距経について;ラmL!･1-'があったかどうかについて尋ね

た｡

娘も多い凶答があったのが､｢やや縮まった｣(35.5%)o次いで､｢あま

り縮まらないと,r且う｣(24.40/o)､｢非常に締まった｣(19.2%)､｢まったく

縮まらなかった｣(6.40/o)の順となった｡半数以上のIllI答者が､CATV

が本土に対する文化的 ･精利岬｣距離感のhrJ_縮に杏'ナしていると考えている

ことがわかる｡

表Ⅳ-23 CATVによって､文化的 ･精神的距離間が縮まったか

N=156

].非′削 二縮まった 19.2%

2.やや縮まつたと思う 38.5%

3.あまり縮まらないと,l上しう 24.4%

4.まったく縮まらないと.LTllう 6ー4%

Ⅳ-6.雇用確保と地場産業

間27(表Ⅳ124)では､'lL:I.'古を含めた沖3.1Lu仝休の経済発旭の方向につい

て､本土からの企業誘致による雇用の確保優先 (卜円 と､地場Jtlf一業の二桁JR

優先 (乙)という二つの意見を回答者に提示 し､どちらの意見に賛成かを

たずねた｡｢やや乙に賛成｣が25.6%､｢乙に賛成｣が､20.5%､刈 して ｢や

や甲に賛成｣が23.1%､｢けりこ賛成｣が17.3%という結果となった｡これ

を整理すると地場産業優先が全体の46.1%､雇片目憂先が41.1%となり､地

場産業優先派がやや雇用優先派を上回った｡
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表Ⅳ一24

(Ill)僻川の確保を最優先

(乙)地堤 l)lfJ-.某の育成を姑優先

N=156

1.川()に仲 JE 17.3%

2.やや (lll)にJi.}ii成 13.1%

3.やや (乙)に)iJi'I,i 25.6%

4.(乙)に)i-'L'成 20.5%

Ⅳ-7.むすびにかえて

以 lのよJ)な調査ill.某のい くつかの点をまとめてみようU

八.回答昔のほとんどが､′..･'.rll-地区の,ll',身名であ り､多くがJlIEI純に対
して愛据盛があると答えている｡

B.イこ仁に｣ヒベるとJF倒IL机二沖縄本.E.封二対 して共通件 ･類似性 を意識 し

ており､沖縄本.1∴さの人々に対 してもJji!解 していると認識されている｡)文面､

ilE･縄本.L∴用､らは狸質なものとして見られているのではないかという非対称

的(別保の認知が)I,-I-みうけられる｡

今1日Iの調pilEからこのギャ ノブが不当なものと認識されているかについて

は明らかにできないが､あるいはなんらかの ｢被差別感｣の現れと解釈す

ることもできよう｡

C 本 1-_や･i伸 抜本.L:15などでの/L.(.Tl-緑験がある回答者が全休の 4分の 3に

もあたる｡全休の4分の 1は､本上､沖縄本島の両方での/卜活躍験がある｡

また合体の4分の 1は､調査rlLl.'工で本十に家族が在住 している他､沖縄本
I:吊二家族が在什 していると答えたLELl答帯が全休の4分の 1がいた｡このこ

とから､回答昔の′.･･',:Ill一地区以外への関心は高いものと推測される｡

1).メデ ィアにlLJする接触については､jl常に身近な宮LLf地区のニュー

スと同時に､本 Lのニュースに特に強い閲心が集 まった｡また､CATVは､

本 LとのヰE会的神経感を締めるに役 ､ンーっていると考えるl可答片が多かっ
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宮古島における多チャンネル化と住民怒誠の変容(宮城ほか)

た｡これは､回答者の ｢本土並み｣を志向する同化モメントと､同時に情

報環境のギャップ解消と情報への強い欲求の現れとして､両義的に解釈で

きる｡

(注1)大田昌秀 ｢検証-昭和の沖縄｣那覇日放社､P351,1990
(注 2)色川大害 ｢民衆史-その100年｣講談引学術文伸､1991

色川は､自由民権運動を初めとする100年間のEl本の比衆運動を回

顧するなかで､それからが無力化され､国家主義な流れが弛み込ま

れていく原因の一つを差別の鼻層性にあるとしてもつぎのように述

べている｡

｢例えば､自由民稚運動の挫所は朝鮮に日本軍が.1日.兵したときに始

まった｡民権家はそれを支持 した｡これが間違いの始まりだった｡

なぜ民権家はそれを支持したのでしょう｡日本の国権を軌鮭の国権

の上に置く､朝鮮人に対する差別意識を持っていたからでしょうか｡

じつは､そういう差別意識は自分の内部にもあったのです｡例えば､

大地主は小作人を差別したり､(中略)､本土のEJ本人は沖純の人を

差別したり､沖縄本島の人はさらに先高の離島の人を差別したりと

いう重層構造があって､それを自由民権運動家が､はっきり思想の

対象として認識できなかったのです｡｣p66

一 1 36 一



おわりに

本編に収められた四つの論考は′宮古群島における放送を中心 としたメ

ディア 端 境 ､作民のメディア接触 の 現状､情報欲求とメディア観､住民の

意識構造と番組接触との関連について述べたものであり､今後予定されて

いる民放の導入による多チャンネル化の進力毛がいかなる影響 ･変化をもた

らすかを測定 ･分析する_卜できわめて重安なデータとなる｡

宮古テレビ (有線)はLJl拍n53年 5月､地元住民の民放番組に対するlJ'iiい

要求を受ける形で閉局 し､幾多の凶難を乗 り越えて､硯在の規模に成長 し､

経営rl吊ls盤を築いた局であるo都市型CATV的多チャンネル機能放送と地

元に密新 した ｢地域民放局｣rJL)性格とをあわせてもつユニークな局である｡

宮占什l_亡がテレビ番刺を全国とri.ln封二視聴が.1日.来るようになったのは昭

和51年12Jlからだが､それもNHK の総合 ･教育チャンれ レだけであった｡

本島に本社をおく民放局RBC とOTV が技術 ･搾宮上の理由から先島進LLIJ.

を断念したため､民放番訓の地上波による同時視聴は現在に至っても実現

していない｡

そのような状況下で､平成4年度の郵政省予算として先島地区の難視聴

解消対策費 (上出欠導入費)が計上され､沖縄本島より海底ケーブルによる

民放波の伝送のための準備が進められている｡~1二軍が順調に行けば来年の

溢れには完成の ㌢完である｡

｢地域民放局｣として栄々とその地位を築いてきた宮古テレビにとって､

この民放導入は深刻な柳城となっている｡かつての地元の強い民放導入の

声を無視 してきた政府と民放が､今になって ｢菜桐見聴解消対策｣を打ちLllJ.

したのである｡宮占テレビにとって､これはHIA政的危機を意味するし､せっ

かく育て上げたローカル ･メディアの破壊､ひいてはローカル文化の破壊

につながるものと映ったとしても当然であろう. しかし､一方では､これ

までにすべての番机を有料でしか視聴できなかった住民にとって軽料で視

聴できる民放地上波の導入が歓迎されるのも事実である｡住民の放送メ

ディア接触にどのような変化が起こるのかは､地上波民放導入後でなけれ

ば明確には把握できないが､民放導入後に宮古テレビとの契約を ｢解約す

I L37-



'白'llI,ILj,における多チャンネル化と佳代,L鼓誠の変JI汁.･r'r.Iu如まか)

る｣人 (20.5%)と ｢解約すると思 う｣人 (15.4%)を合わせて35.9%の

加入者が解約するとなれば､宮古テ レビ-の経営上の打撃は人きいだろう

し､視聴者のメデ ィア接触 ･チャンネル選択や番親日r削仲IJl''Jにも変化が起

こるものと予想 される｡

今回の調査 を過去の調査 を参考に してみると､ひとつの疑問が浮かび l二

がって くる｡宮古住民が求めているのは都市型CATVのtl,LE'L)･娯楽性の')Jl

化 した ｢多チ ャンネル化｣ではなく､娯楽Jlゾlの頗いtuJ女のそれも空中波に

よる (無利)､｢多チャンネル化｣､そ してニュースを含めたそれら艮放番

組 を沖縄本鳥 ･本土 (全国)と同日-!J=にuJ徳したいということではないかと

いうことである｡13は仁､宮古テ レビに加入することで､13ものチャンネル

を視聴することが実l畑 こ可能であ り､すでに多チャンネル化 していると

いってよい, 沖縄本.E:Jより多 くのチャンれ レが視聴 叶能であると鳥の什民

は誇 らしげにいうが､実l守則二視聴率が高いのは地フ亡',I;･rltl-のニュ-スや､特

別jlnEJJ-番組､関東エ リアのプライムタイム番組や本.L封二本杵を持つ艮故の

番軸 を自主編成 して異唱再送イLiしている2､3のチ ャンわ レにすぎないO

もともと映画 ･ドラマの視聴に封する強い欲求があるにも拘 らず､映両lJ,r
l■■1チ ャンネルの利用度はきわめで低い｡イ｣刊 だからである｡

つ まり､いま宮古の視聴者が求めているのは番刺の/t＼l丘Itのト,JLT!)視聴､

多様な娯楽番組 (民放)､経済的負jllのLJ.M.苑であると想われる｡(ちなみに､

現在の有利チャンネルの基本料金とスクランブルをかけられたチャンネル

を見るためのコンバーター使用料を合わせると最低)用tlJj2千日はかか

る)0

異時視聴､娯楽番組の少なさ､経済的則 りの人ききは､長隼にわたって

多 くの面で 一㌧格差-'を強いられてきたtl三上引ことって放送文化のウ_受のL(l汗二

おける格差であ り不公平 さを意味する｡地上波による1,uJkの焼入は､この

ような不公平感を払右tすることになる｡ (少な くとも沖縄本局といりじ番釦

を同時に無料で視聴できる)O問題はこれらの民放局が鳥の人たちにとっ

てきわめて関心度の高い地元二ュ-ス番紬を流すことができないことであ

る｡民放専人後も現在の宮古テレビの加入者は地 元ニュースや特番を見る
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ためだけに視聴契約を続けるだろうかO

現在il悌u本局で設耳が押備されている第三､第四の民放局が.･ILT古に導入

されるとなれば､I.･r'r.'I｣】-テレビに求められていたものが何であったかがいっ

そう明確になろうO

凶の多チャンネル化政策が一一ソJにおいては鳥l峡圏の離鳥住民の不公平感

を除よすることに貢献 しながら､地域と密着 した文化装帯としてのコ ミュ

ニティー ･メティアを破壊 しかねない状況をもたらすとは皮肉といわざる

を得ない｡(宮城悦二郎)
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宮古島における多チャンネル化と住民意識の変容(宮城ほか)

単純集計結果

N-156 数値は実数｡( )内は割合%

<Fl 性別>

男

女

<F2 年齢>
16-19歳

20-29歳

30-39歳

40-49歳

50-59歳

60-69歳

70歳以上

<F3 最終学歴>

旧制小学校､新制小学校 ･中学校

旧制中学校､旧制女学校

新制高校

旧制高校､旧制高専

新制高専､短大

大学 ･大学院

DK

その他

不明

<F4 家族の種類>

本人だけ

- 140-

9

2

5

4

8

3

8

0

2

9

2

2

8

3

1

1

2

2

1

7

9

6

5

0

3

6

1

1

4

3

2

1

1

4

7

6

7

5

3

0

6

0

6

9

0

6

4

1

0

0

3

3

7

0

2

1-

6

7

2

0

1

4

1

6

2



夫婦

夫婦と人姫の子ども

2世代家族

3世代家族

その他

<F5 職業>

管理職

専門 ･技術職

事務職

販売 ･サービス職

労務職

商工自首

農業

漁業

主婦

学生

解職 ･失業中

その他

DK

<F6 生まれた場所>

宮古地区

宮古地区以外の沖縄県内

本土

その他

<F7 宮古島の在住年数>
1年末梢

-141-

1

8

6

5

2

4

5

9

4

2

1

5

1

2

7

5

7

9

2

8

1

1

6

2

9

1

9

3

0

6

3

6

8

1

6

2

2

0

4

1

8

9

2

7

9

3

7

0

1

1

t-⊥

1

4

9

7

2

3

3

4

4

7

5

6

1

1

1

1

2

1

1

2

1

1

3

7

7

3

3

7

7

1

80

2

2

2

3

1

1

1

1 (0.6)



1-5年未満

5-10年未満

10-15年未満

15-20年未満

20-25年未満

25-30年未満

30-35年未満

35-40年未満

40-45年未満

45-50年未満

50-55年未満

55-60年未満

60年以上

<F8 本土在住経験あるか>ある

ない

DK

9

2

1

1

9

0

8

0

9

5

5

8

6

1

3

5

4

0

9

2

∩
プ

0

｣
｢

d
｢

3

9

1
･･⊥

3

5

8

2

7

4

0

4

7

7

7

6

5

2

1

1

2

1

ー

79 (50.6)

76 (48.7)

1 (0.6)

<F8-1 本土の在住年数> (F 8で ｢ある ｣ と答えた人の うち)

1年未満

1-5年未満

5-10年未満

10-15年未満

15-20年未満

20-25年未満

25-30年未満

30-35年未満

35-40年未満

1∠12-

2 ( 2.5)

45 (57.0)

19 (24.])

5 ( 6.3)

2 ( 2.5)

3 ( 3.8)

2 ( 2.5)

1 ( 1.3)

0 (0.0)



40年以 l

<F9 家族に現在本土在住者がいるか>
いる

いない

その他

<FIO 沖縄本島の在住経験>

ある

ない

0 (0.0)

52 (33.3)

103 (66.0)

] (0.6)

76 (48.7)

80 (51.3)

<F10-1 沖縄本島の在 住年数> (FIOで ｢ある｣と答えた人のうち)

l イl:･未満

卜5,年 末満

5-10年 ｣湖 ち

10115ILL:-未満

15-20咋来満

20-25 年末il;ll,1

25-30年 末満

30-35年 末満

35-40年 末満

40年以 l二

<Fll 家族に沖縄本島在住者はいるか>

いる

いない

小 明

- lL13

3 (3.9)

40 (52.6)

18 (23.7)

6 (7.9)

5 (6.6)

1 (1.3)

0 (0.0)

2 (2.6)

1 (1.3)

0 (0.0)

54 (34.6)

101 (64.7)

1 (0.6)



I.I;I.'古島における多チャンネル化と性比意識の変裕(T･.'城ほか)

<F12 年収>

100万未満

100-200万未満

200-300万未満

300-400万未満

400-500LJ-j未満

500-600万未満

600-700万未満

700-800万未満

800-900万未満

900110007J-未満

1000-1200万未満

1200-1400万未満

1400-1600万未満

]600-1800万未満

1800-2000万未満

2000万以上

不明

<Q卜1 普段の講読新聞> (複数回答)

宮古毎日新聞

宮古新報

日刊宮古

沖縄タイムス

琉球新報

本土発行の日刊紙

その他

DK

-]441

0

↓1

ウ⊥

2

8

9

6

6

0

0

6

0

0

0

0

3

7

9

4

2

2

5

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

1

･･~

l

1

4

4

2

9

9

9

3

1

｢1

0

0

1

0

0

0

0

2

5

1

2

,｣

1

6

3

3

4

6

9

5

5

6

7

3

4

7

5

4

Jur

0

6

3

2

lソ∪

3

5

2

8

3

6

7

7

1

0

5

3

4

5

1



<Qト2 最もよく読む新聞>

宮古毎l欄用H

宮古新報

Rl二rJ宮古
沖純タイムス

琉球新報

本土発行のRH紙

その他

不明

<Q2 -日の新聞を読む時間>

10分未満

10120分七滴

20-30分未満

30分-1時問未満

]12時間｣湖:]'

2時間以上

ほとんど読まない

DK

その他

不明

<Q3 新聞のなかでお も に 読む 記事> (複数回 答 )

宮古の政治記事

宮古の経済記]｣

沖縄の政治記事

沖縄の経済記事

国内の政治記斗

国内の経済記斗iJ

1 145 -

7

1

0

5

3

3

3

8

1

4

9

1

7

1

1

3

4

1

1

1

5

2

4

8

7

2

2

6

6

2

1

1

2

7

2

1

7

2

9

8

6

0

6

3

8

3

4

3

1
･]
3

0

0

0

2

2

2

1

7

4

6

3

5

3

6

1

0

1

3

4

3

2

8

1

6

,1

0

6

0

4

9

5

9

2

3

1

8

2

にJ

8

4

4

4

2

1



∩lll日∴5における多チャンネル化と住比忠誠の変容(I,I:.,'城ほか)

什会Ih'記事

投出=欄

社説

教養 ･娯楽欄

凶I;,Q,-WHJの記事

スポーツ欄

マ ンガ

ラジオ ･テレビ欄

IL:LiL･

k.Tt･人欄

囲碁･将棋欄

牝亡記｣j

その他

DK

不明

<Q4 -日のテレビ視聴時間>

30分未満

30分以上1時間未満

1-2時間未満

2-3時問未満

3-4111'=flTJ心荷

4-5lrJj:関心前

5-6時Hj,1.畑苗

6時FlH以上

テレビはほとんど見ない

DIく

その他
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9

1

3

7

6

7

3

2

9

0

3

5

1

00

6

1-

｣｢

00

バ
｢

2

9

1

7

ハU

9

1

3

5

LI..
0

5

1

3

3

-

11

2

3

3

バ｢

り
】

2

8

7

バ｢･
り
U

I

8

9

-

8

2

1

9
J

6

5

-

-

ウ山

ワ
し

8

d
.
3

2

-
J

I

1

O

6

0

3

3

ワ
∪
3

1

5

5

｢0

0

ハU

0

ワ
J
3

ワ
】

5

6

｢へJ

ハソ一

3

8

CO

CO

ハU

I

ハU

3

5

3



<05 家庭用ビデオデッキの有無>

ある

ない

<05-1 -日のビデオ使用時間>
10/))L人満

10-20分｣こ捕

20130分｣こ満

30/JjL=l'JI一問人満

卜2日.'iE'"rJ｣こ満

211刷り以_ド

ほとんど性わない

DK

その他

<Q6 チャンネル別視聴時間>

<NHK総合 (1チャンネル)>

1時flJ"未満

1-2時l川未満

2-3時Ii.lJJJl'Ji

3-4日!iH'tJ.損 満

4-5Il!)=lrJ'.J.出向

5帖l川以卜

見ない

JJJll̂

不明

<NHK教育 (3チャンネル)>

Hl!JFF"lj人溝

- 1｣7-

9

6

6

]

7

8

5

8

0

1-

2

2

7

Jq

3

8

3

0

.｢J

3

4

4

1

3

6

0

6

0

1

2

6

5

7

5

2

9

9

6

0

6

0

6

1

3

7

9

9

0

0

2

1

1

2

6

8

5

8

1

5

0

1

3

2

】

2

3

っl

23 (14.7)



宮古島における多チャンネル化と住比意識の変容(享,,'城ほか)

1-2時間未満

2-3時間未満

3-4時間未満

4-5時間未満

5時閃以上

見ない

未加入

lJ]rJ

<チャンネル0 (5チャンネル)>

1時間未満

ト2時間未満

2-3時間未満

3-4時間未満

4-5時間未満

5時間以上

見ない

未加入

不明

<日経サテライトニュース (6ch)>
1時間未満

ト2時間未満

2-3時間未満

3-4時間未満

4-5時間未澗

5時間以上

見ない

未加入
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6

7

3

2

9

7

0

9

2

7

]

3

1

6

0

1

6

.パ｢

2

2

5

3

4

0

3

0

9

8

1

6

5

9

5

0

6

7

5

5

0

4

1

3

0

0

6

8

9

8

1

7

3

9

0

1

2

9

7

8

8

6

6

3

6

0

7

5

3

0

0

｢1

7

0

7

2

9

6

｢1

1

2

1

0

2



1､明

く宮古テレビ (9ch)>

1rlI!jH=E.1未満

ト2時間来満

2-3時Fl'rJ未満

3-4ll丁jJ･F'"'J未満

4-5時FF.LlijCtl-Jj

5時間以上

見ない

木加入

~ト明

くCSN (一och)>

1日引7Eil来満

112時糊未満

2-3時川未満

3-4時間来満

4-5時rlU未満
5時間以 亡

兄ない

未加入

不明

<宮古テレビ (llch)>

1時間未満

ト2時間未満

2-3時間未満

3-4時けE,]未満

5

7

3

0

｢L

3

6

0

6

4

6

8

9

3

5

2

0

0

1

2

3

/し

(

(

(

(

(

(

(

(

7

6

3

4

6

5

4

0

1

2

1

1

3

5

3

8

8

9

1

8

7

0

6

0

2

5

｢1

7

3

7

0

0

1

1

5

6

0

9

3

1

6

0

0

,1

11

2

1

9

0

3

6

7

9

7

9

7

1

4

7

5

2

1

2

11

1
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,llJ.似 二おける多チャンネル化とLF_LtT5こ減のIAJ7-i(I.1･I.,'城ほか)

4-5lFLJ=関心摘

5日排ルユ上

見ない

来加入

不明

<スペースシャワー (12ch)>

I1ト'Jll"lJ卜満

l-21制F'('J未満

2-31引E"li未満

3-41引～り未満

4-5日馴り木満

5日-!j=IH'J以上

兄ない

未加入

小目))

<NHK衛星第一放送>

1rt..iEr'り未満

1-2rL川口未満

2-3時間未満

3-4n!JJ=問未満

4-5時If汀)未満

5時間以上

見ない

,klm人

不明
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9
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0

6

9

8

7

0

0

1

つ
J

11

｣｢

2

0

1

3

4

-

3

8

5

6

6

9

6

0

6

8

5
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0

nU

I

5

0
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】

7

3

9

7

-

-

3

8

0

バ｢

ワ
J

9

0

0

0

0

8

｣｢

6

3

1

0

0

0

0

3

6

バ｢

5

3

5

3

ハU

0

0

0

Jr

O

バ｢

8

1

5



<NHK衛星第二放送>

HLHL'LIJ未満

卜2 時HIrj来満

2-3日!)-Hru木満

31411川J来満

4-511､細り､満

5日!JHFl.JLユI一

比ない

木加入

小Eリ｣

<スターチャンネル>

lll-I)問来満

l-21りrFIF.)来･Lr-.L:jJ

2-3帖聞入満

3-4日.ll-日'u人溝

4-511馴り未満

5時冊以 L

見ない

未加入

1JlrJ

<WOWOWチャンネル>

lll封川末梢j

l-2時聞入irHj

2-3日-!j･F'.E11人満

3-4日七日目]｣tt満

4-5時F'"rJ.畑ETJ苛

5IE!HL"'J以上

CU

9

6

0

0

0

8

4

6

2

1

0

0

0

0

3

6

4

5

3

4

3

1

0

0

0

4

0

4

8

1

5

6

6

0

0

0

6

8

7

6

0

0

0

0

0

0

5

7

4

5

3

1

1

0

0

0

1

7

2

4

8

1

5

6

6

0

6

0

3

0

0

0

0

0

1

1

1

0

1

0

2
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'[･:･,'rI-出における多チャンネル化と住民告減の変'1'i(I.IL.'城ほか)

見ない

未加入

llJIJ]

<Q7-1 関心のあるテレビ番組> (複数回答)
I.LL.'古のニュース

沖純のニュース

全国ニュース

淘外ニュース

スポーツ･ニュース

スポーツ中継

スポーツ教等

教養 ･教育番糾

歌謡番対し

ポップス ･ジャズ･クラッシック

郷土芸能番糾

クイズ番刺し

アニメ

ワイドショー

映画

ドキュメンタリー

ドラマ

実用 ･料理番糾

お笑い番乱し

その他

<Q7-2 最も関心のあるテレビ番組>
'li.'古のニュース

沖縄のニュース

ー152-

84 (53.8)

12 (7.7)

55 (35.3)

6

4

5

5

6

7
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合同ニュ-ス

軸外ニュース

スポーツ･ニュース

スポーツl闇米

スポーツ教'･L:I

歌謡番組

ポップス･ジャズ･クラッシソク

郷ニト芸能番釧

クイズ番糾

アニメ

ワイドショー

映 l両

ドキュメンタリー

ドラマ

矢川 ･料理番組

お笑い番紬

その他

卜明

くQ8 最も関心のあるニュース>

宮古地Lx:のニュース

沖縄県のニュース

LAi:涼のニュース

日本全国のニュース

国際ニュース

特に[-,n心のある地域はない

その他

不明

-153-

9

nJ

1

-日q

O

6

9

3

8

1

0

3

り山

ワ
】

2

6

5

0

CU

9

1

7

6

0

0

1

-

5

7

0

1

3

3

ワ
】

0

4

0

0

1

3

｢1

0

0

1

3

り⊥

9

11

0

2

5

5

9

1

7

0

1

3

3

2

9

9

｢1

7

0

9

3

2

1

5

7

7

0

1

3

1

3

ワ
〕

9

3

6

｢1

2

0

3

5

1

5

1

1



宮古.勘二おける多チャンネル化と住民意識の変態('ll;･,'城ほか)

<Q9 宮古テレビへの加入の決定者>

世帯主

Lu一帯主の妻

u:荷主の親

Lu-ii'i主の子供

世帯主の孫

その他

不明

<010 決定者はあなた自身か>

はい

いいス_

0

7

9

6

6

4

6

6

4

1

9

0

6

0

6

1

3

3

3

5

1

0

1

0

2

60 (38.5)

96 (61.5)

<010-1 申し込んだきっかけは何か> (QIOで ｢はい｣と答えた人のう

ちから複数回答)

内容がいい

最新の情報が得られる

映画を見たい

仕事にプラスになる

勉強にプラスになる

家事にプラスになる

テレビのうつりがよくなる

たくさんのチャンネルがある

日新 しい

新しいものへの好奇心

世間で話題になっている

おもしろそう

家族に薦められて

話の種になる
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血 好の^がllTL込んだ

お付き合いで小し込んだ

パラボラアンテナより砕済的

その他

特に理‖lはない

6

0

3

0

0

0

0

3

5

0

1

0

2

3

6

<Q10-2 最大のきっかけは何か> (QIOで ｢はい｣ と答 えた人のうち)
内容がいい

最新の･ll桐位力判 られる

映両を見たい

什串にプラスになる

勉強にプラスになる

家 ■吊二プラスになる

テレビのうつ りがよくなる

たくさんのチャンネルがある

日新 しい

新 しいものへの好.11心

‖l:FI'''Jで訪越になっている

おもしろそう

家族に薦められて

話の種になる

近所の人が申し込んだ

お付 き合いで申し込んだ

パラボラアンテナより経済的

その他

特に矧 Ilはない

不明

3 (5.0)

8 (13.3)

] (].7)

0 (0.0)

0 (0.0)

0 (0.0)

0 (0.0)

21 (35.0)

0 (0.0)

2 (3.3)

4 (6.7)

2 (3.3)

7 (ll.7)

2 (3.3)

0 (0.0)

0 (0.0)

2 (3.3)

3 (5.0)

3 (5.0)

2 (3.3)
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宮占島における多チャンネル化と住民意識の変容(宮城ほか)

<011 宮古TVは住民環境をよくする>

大いに役立つ

少しは役立つ

あまり役だってない

ほとんど役だってない

どちらともいえない

その他

<Q12 宮古TVは住民感情を知らせる>

大いに役立つ

少しは役立つ

あまり役だってない

ほとんど役だってない

どちらともいえない

その他

<013 ケーブルテレ ビの イ メ ージ> (複数回答)

目新 しい

生活に欠かせない

高価

むだ

おしゃれ

情報が詳 しい

むつかしい

おもしろい

らくができる

先進的

国際的

実利的
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とっつきやすい

明るい

そりがあわない

遊べる

その他

<014 ケーブルテレビは普及するか>

どんどん普及する

結局は普及する

それほど普及はしない

DK

その他

<Q15 民放テレビがきたあとは>

そのまま契約する

解約する

そのまま契約すると思う

解約すると思う

その他

<016 テレビ局に不満があるか>

よくある

時々ある

あまりない

全然ない

その他

<017 衛星放送への不満 ･要望> (複数回答)

国際ニュースに偏っている
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7:1lL了.I毒における多チャンネル化と住民意,織の変'Ifr.[二･:Jj如まか)

受信料余が高い

Iri'伝がうるさい

当初の方針からずれている

人衆的な雰囲気がない

余計なチャンネル

その他

<Q18 沖縄への愛着>

非常に感 じる

やや感 じる

余 り感 じない

まったく感 じない

その他
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<Q18-1 愛着を持つ沖縄の固有性> (Q18で ｢非常に感 じる｣｢やや感

じる｣と答えた人の中から複数回答)

自然 .気候 .風土

土地の冨葉

伝統芸能 ･伝統工芸

祭礼 ･宗教 ･信仰

生活習慣

連帯感

共通する性格

戦争体験や占領休 験

政治 ･経済

DK

その他
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<018-2 最も愛着のある固有性>(018で｢非常に感じる｣｢やや感じる｣

と答えた人のうち)

LLl黙･気仙:･JgiLL

t二地の.子葉

(ム紙芸能 ･伝統 J二芸

祭礼 ･宗教 ･1.=HlIJ

/冒.rHlJ=-IJ,rL'を

辿′;i'[感

八･適する1L/[-'楕

戦/(トイ相灸やl吊'i'り棚弁

政治 ･経済

その他

<Q19 沖縄県人の共通点> (複数回答)
働 く意欲に欠ける

助け合いの気持ちが強い

Hi三性の 巾二祝

劣等感が 倣 い

こせこせ しない

本上の蛸牲となった意識

独自の文化を人切にする

金銭感光に乏 しい

平和への気†!iち･J'iiい

沖縄への愛弟が･J'かい

.帆:,h叶作

人目'りJr/侶L'_カ､

Il!JH'l日にルーズ

DK

その他
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'.･二･rlnこちにおける多チャンネル化 と什比告誠の変'If('[.J'r:城ほか)

<Q19-1 最も共通している点>

働 く意欲に欠ける

助け合いの気持ちが強い

自主1-'tの屯視

劣等感が頗い

こせこせしない

本土の犠牲となった意識

独白の文化を大切にする

金銭感党に乏しい

平和への気持ち強い

I/桐ILE-の愛着が強い

無計‖刷ゾl三

人問性豊か

rl引制 二ルー ズ

DK

その他

イく明
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<Q20 宮古の人の考え方と本土の人の考え方は違うと思うか>

まったく違う

やや違う

あまり違わない

まったく違わない

DK

その他
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<021 ｢宮古の人の考え方は本土の人とは違う｣と本土の人は考えてい

ると思うか>

まったくそう思う

-160-

35 (22.4)



ややそう思う

あまりそうJEJtわない

まったくそう,rrul.わない

DK

その他

<Q22 宮古の人は本土の人を理解 していると思うか>

十分に‡LP=解 している

まあ理解 している

あまり理解 していない

まったくj!J!僻 していない

DK

その他

<Q23 本土で生活したいと思うか>

/TLjlTiしてみたい

一時rl勺に/I_:_i.Tlしてみたい

/LflTlしたくない

DK

その他
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<Q23-1 なぜ本土で生 活したいのか> (Q23で ｢生活 してみた い｣ ｢-
時的に生活してみたい｣と答えた人に)

経済的に塩かなLE活

流行に合わせた生活

文化的な止宿

交通 ･医療に他利

ITi:r･_部J苑地が少ないから

過ごしやすい気候
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宮古島における多チャンネル化と住民意識の変容(宮城ほか)

その他

DK

不明

14 (19.7)

3 (4.2)

1 (1.4)

<024 宮古の人のものの考え方は本島の人とは違うと思うか>

まったく違う

やや違う

あまり違わない

まったく違わない

DK

その他

6 (3.8)

31 (19.9)

94 (60.3)

12 (7.7)

13 (8.3)

0 (0.0)

<Q25 ｢宮古の人の考え方は本島の人とは違う｣と本島の人は考えている

と思うか>

まったくそう思う

ややそう思う

あまりそう思わない

まったくそう思わない

DK

その他

<Q26 宮古の人は本島の人を理解していると思うか>

十分に理解している

まあ理解 している

あまり理解していない

まったく理解していない

その他
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<Q27 沖縄の経済の方向について>(二者択一)

(甲)雇用の確保を最優先すべきであり､本土からの企業誘致を促進し､

地場産業の振興はそのために遅れてもやむを得ない｡

(乙)地場産業を育成し沖縄経済の自立を図ることを最優先すべきであり､

そのために雇用の確保が多少遅れてもやむを得ない｡

(甲)に賛成

やや (甲)に賛成

やや (乙)に賛成

(乙)に賛成

DK

その他

)
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)

)

)
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3

0

1

2

2

2

1

7

6

0

2

1

0

2

3

4

3

2

<028 CATVへの加入で本土との文化的､精神的距離は縮まったか>

非常に縮まった

やや縮まった

あまり縮まらない

まったく縮まらない

DK

その他

30 (19,2)

60 (38.5)

38 (24.4)

10 (6.4)

18 (ll.5)

0 (0.0)
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